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■
施
設
の
特
徴

①
外
観

　

２
階
天
井
ま
で
吹
き
抜
け
の
カ
ー

テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
設
け
、
柔
ら
か
な

自
然
光
を
取
り
入
れ
な
が
ら
施
設
の

開
放
感
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

②
内
部
空
間

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
重
視

し
た
窓
口
業
務
の
配
置
を
行
い
、
行

政
推
進
員
会
議
等
も
行
え
る
大
会
議

室
を
整
備
。
ま
た
、
地
域
防
災
の

拠
点
と
な
る
防
災
セ
ン
タ
ー
も
配
置

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
、
従
来
ど
お
り
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
外
装
・
内
装
材

　

地
場
産
の
木
材
、
石
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
、
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る

空
間
を
創
造
し
て
い
ま
す
。

　

史
跡
旧
萩
藩
校
明
倫
館
南
門
の
保

存
修
理
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

門
全
体
の
移
築
工
事
は
、
萩
開
府

４
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
平
成
16

年
11
月
に
完
成
し
、
17
年
度
は
、
門

両
脇
の
土
塀
、
井
戸
屋
お
よ
び
周
辺

の
舗
装
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

【
工
事
概
要
】
門
本
体
の
移
築
工
事
、

土
塀
・
井
戸
屋
・
周
辺
の
舗
装
整
備

【
総
事
業
費
】
１
億
５
３
０
万
円
（
う

ち
17
年
度
３
５
３
０
万
円
）

【
工
事
概
要
】

•
構
造　

鉄
骨
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
造
２
階
建

•
延
べ
床
面
積　

９
８
７
㎡

•
敷
地
面
積　

２
６
３
９
㎡

•
総
事
業
費　

３
億
１
４
０
０
万
円

▷
庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
た

　

防
災
セ
ン
タ
ー

△竣工式では地区から餅神輿が登場

田万川
総合事務所
が完成
萩市東部の行政
サービスの拠点

　

老
朽
化
に
よ
り
合
併
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
田
万
川
総
合
事
務
所
の

新
庁
舎
が
完
成
し
、
３
月
17
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
庁
舎
は
、
萩
市
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
、
田
万
川
地
域
の
住
民
活

動
お
よ
び
行
政
と
防
災
の
拠
点
的
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

老
朽
化
に
よ
り
合
併
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
田
万
川
総
合
事
務
所
の

新
庁
舎
が
完
成
し
、
３
月
17
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
庁
舎
は
、
萩
市
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
、
田
万
川
地
域
の
住
民
活

動
お
よ
び
行
政
と
防
災
の
拠
点
的
役
割
を
担
い
ま
す
。

▷
ガ
ラ
ス
で
自
然
光
を

　

取
り
入
れ
た
つ
く
り

■
旧
萩
藩
校
明
倫
館
南
門

　

南
門
は
、弘
化
５
年（
１
８
４
８

年
）
に
明
倫
館
の
正
門
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
明
倫
館
全
体

か
ら
み
て
南
に
あ
た
る
の
で
南
門

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
通
称

は
表
御
門
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
往
時
は
、
藩
主
が
聖
廟
を
拝

す
る
春
秋
の
孔
子
祭
や
公
式
行

事
以
外
に
は
扉
を
開
く
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）
に

は
、
西
田
町
の
本
願
寺
山
口
別
院

萩
分
院
の
表
門
と
し
て
移
築
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
15
年
２
月
に
、
本
願
寺
山

口
別
院
か
ら
南
門
の
寄
付
を
受
け

た
の
を
機
に
、
文
化
庁
や
山
口
県

の
補
助
に
よ
り
移
築
事
業
に
着

手
。
各
種
調
査
を
行
っ
た
う
え
、

１
２
２
年
ぶ
り
に
建
築
当
初
の
位

置
に
復
原
し
ま
し
た
。

旧萩藩校
明倫館南門
周辺を整備
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新
し
い
椿
西
小
学
校
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
な
が
ら
も
外
観
を

和
風
と
し
、
内
・
外
装
に
阿
武
川
流

域
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
、

温
か
み
の
あ
る
建
物
に
し
ま
し
た
。

■
施
設
の
特
徴

①
低
・
中
・
高
学
年
ご
と
の

　

３
つ
の
普
通
教
室
ゾ
ー
ン

　

そ
れ
ぞ
れ
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
し
、
多
様
な
学
習
形
態
に
自
由

に
対
応
、
ま
た
稼
動
間
仕
切
を
使
用

し
、
教
室
を
広
く
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
特
別
教
室
棟
は
地
域
と
共
に

　

学
習
す
る
地
域
開
放
ゾ
ー
ン

　

家
庭
科
室
、
調
理
室
、
音
楽
室
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
・
コ

３
月
に
完
成
し
た
施
設
等
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
ま
す

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
）
か
ら
な
る
ゾ
ー

ン
は
地
域
に
開
放
し
ま
す
。

　

地
域
の
方
が
、
学
校
運
営
の
時
間

外
に
開
放
ゾ
ー
ン
の
特
別
教
室
を
利

用
し
、社
会
教
育
活
動
を
行
っ
た
り
、

学
校
の
時
間
内
で
も
使
用
し
て
い
な

い
教
室
を
学
校
と
調
整
し
な
が
ら
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
充
実
し
た
広
さ
で

　

健
康
の
増
進
を
図
る
体
育
館

　

隣
接
の
市
民
体
育
館
と
の
一
体
的

な
利
用
に
よ
る
大
会
を
開
催
す
る
な

ど
、社
会
体
育
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
２
面
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
も

対
応
で
き
ま
す
。　

　

２
階
に
は
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置

旧
萩
藩
校
明
倫
館
南
門

と
き　

４
月
６
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
南
門
前
（
江
向
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
市
役
所

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
保
護
課

（
２
５
・
３
２
９
９
）

須
佐　

市
営
住
宅

と
き　

４
月
９
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

山
根
丁
東
・
本
町
上
団

地
（
須
佐
）

集
合
場
所　

須
佐
総
合
事
務
所

問
い
合
わ
せ

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）

須
佐
総
合
事
務
所
施
設
課

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
３
）

椿
西
小
学
校

と
き　

４
月
15
日
（
土
）、
16
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
西
側（
椿
）

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課

（
２
５
・
３
１
４
１
）

し
、
児
童
の
放
課
後
保
育
を
学
校
と

連
携
し
て
校
内
で
実
施
し
ま
す
。

【
主
な
工
事
概
要
】

◎
校
舎

•
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

　

階
建

•
延
べ
床
面
積　

４
２
５
６
㎡

•
総
工
事
費　

９
億
１
９
０
１
万
円

◎
屋
内
運
動
場

•
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一

部
鉄
骨
造
２
階
建

•
延
べ
床
面
積　

１
３
３
８
㎡

•
総
工
事
費　

２
億
６
６
４
０
万
円

◎
プ
ー
ル

•
総
工
事
費　

８
９
９
９
万
円

完
成
見
学
会
を
開
催

△萩の歴史的景観に配慮した全景

△多目的スペース

椿西小学校
が完成
コミュニティ・
スクールとして
地域の中核施設に

　

老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
16
年
か
ら
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
椿
西

小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
３
月
27
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
施
設
と
し
て
、
図
書
室
、
家
庭
科
室
な
ど

の
特
別
教
室
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
開
放
し
、
屋
内
運
動
場
は
、

隣
接
の
市
民
体
育
館
と
一
体
的
に
利
用
し
、
社
会
体
育
施
設
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
。

　

老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
16
年
か
ら
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
椿
西

小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
３
月
27
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
施
設
と
し
て
、
図
書
室
、
家
庭
科
室
な
ど

の
特
別
教
室
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
開
放
し
、
屋
内
運
動
場
は
、

隣
接
の
市
民
体
育
館
と
一
体
的
に
利
用
し
、
社
会
体
育
施
設
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
。
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●
両
方
の
利
用
券
に
該
当
す
る
方
…
両
方
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
障
害
者
所
有
の
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

　

方
…
い
ず
れ
の
交
付
券
も
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー

新しい制度
４月から始まる

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　

17
年
度
ま
で
各
地
域
で
実
施
し

て
い
た
「
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業
」
を
４
月
か
ら
統
一
し

ま
す
。
対
象
者
や
交
付
枚
数
に
一

部
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方

(1)
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
の
級

別
が
１
級
か
ら
３
級
の
方

(2)
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
種
別

が
腎
臓
機
能
障
害
の
方

(3)
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
障
害
の
程
度
が
Ａ
の
方

(4)
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

障
害
の
級
別
が
１
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

※
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

方
に
限
り
ま
す
。

■
交
付
枚
数　

年
間
１
冊

　

48
枚
（
週
１
回
×
４
週
×
12
か

月
分
）

※
な
お
、
人
工
透
析
で
通
院
の
場

合
、週
２
回
の
方
は
１
冊
（
48
枚
）

追
加
、
週
３
回
の
方
は
２
冊
（
96

枚
）追
加
し
ま
す
。
別
に
証
明（
通

院
状
況
の
分
か
る
も
の
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

■
利
用
券　

１
枚
５
０
０
円
分

（
１
回
１
枚
使
用
）

■
利
用
可
能
事
業
者　

萩
市
、
山

口
市
お
よ
び
益
田
市
の
契
約
タ
ク

シ
ー
事
業
者
、
萩
海
運
の
見
島
定

期
航
路

■
有
効
期
限　

４
月
１
日
〜
翌
年

３
月
31
日
（
１
年
間
）

※
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法　

該
当
の
手
帳
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
高
齢
・
障
害

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所
総

合
事
務
所
健
康
福
祉
課
備
え
付
け

の
申
請
書
を
提
出

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
障
害
福

祉
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）
ま
た

は
各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

　

高
齢
者
等
で
、
タ
ク
シ
ー
等
の

一
般
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が

困
難
な
方
に
「
リ
フ
ト
付
タ
ク

シ
ー
利
用
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

(1)
市
内
在
住
の
方

(2)
原
則
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方

(3)
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
移
送
が

必
要
な
方
、
ま
た
は
常
時
車
椅
子

を
使
用
す
る
な
ど
、
一
般
の
タ
ク

シ
ー
で
の
移
送
が
困
難
な
方

(4)
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
に
入
院
・

入
所
し
て
い
な
い
方

■
交
付
枚
数　

年
間
１
冊（
40
枚
）

■
利
用
券　

１
枚
５
０
０
円
分

（
１
回
に
使
用
す
る
枚
数
に
制
限

な
し
）

■
運
行
時
間　

原
則
と
し
て
午
前

７
時
30
分
〜
午
後
６
時

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。
治
療
等
で
時
間
外

に
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
業
者

に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
介
助　

運
転
手
１
人
で
の
対
応

と
な
り
ま
す
の
で
、
乗
降
時
以
外

の
介
助
は
で
き
ま
せ
ん
（
居
室
か

ら
の
移
動
な
ど
で
介
助
が
必
要
な

場
合
は
、
ご
家
族
ま
た
は
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
で
対
応
を
し
て
く
だ
さ

い
）。

■
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
設
置
事
業
者

○
日
の
丸
ま
つ
の
タ
ク
シ
ー

○
萩
近
鉄
タ
ク
シ
ー

○
江
崎
タ
ク
シ
ー

○
第
一
交
通
（
益
田
市
）

○
益
田
タ
ク
シ
ー

○
マ
ザ
ー
（
介
護
保
険
事
業
者
）

■
有
効
期
限　

４
月
１
日
〜
翌
年

３
月
31
日
（
１
年
間
）

※
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法　

介
護
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
高
齢
・
障
害

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所
総

合
事
務
所
健
康
福
祉
課
備
え
付
け

の
申
請
書
を
提
出

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
障
害
福

祉
課
（
２
５
・
３
１
３
７
）
ま
た

は
各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

注意して
ください

交 付
します

農
業
用
廃
プ
ラ
の
処
理
費
用

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ハ

ウ
ス
の
被
覆
シ
ー
ト
、
マ
ル
チ

シ
ー
ト
、
肥
料
袋
等
）
は
、
産
業

廃
棄
物
と
し
て
農
業
者
自
ら
の
責

任
で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
処
理
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
内
容　

処
理
費
用
の
１
／
３
以
内
を
補
助

※
離
島
地
域
に
つ
い
て
は
、
運
搬

費
用
（
全
額
）
も
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　

農
政
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所
経

済
課
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出

■
申
し
込
み　

農
政
課
（
５
２
・
５
０
３
５
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
経
済
課

補助します

週
４
日
の
診
療
を

再
開
し
ま
す
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公
共
施
設
使
用
料

　

合
併
前
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の

福
祉
団
体
が
公
共
施
設
を
使
用
す

る
場
合
、
一
部
の
市
町
村
で
使
用

料
を
免
除
し
て
い
ま
し
た
が
、
合

併
後
、
使
用
料
の
取
り
扱
い
を
統

一
し
、
冷
暖
房
使
用
料
に
つ
い
て

は
全
額
徴
収
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
冷
暖
房
使
用
料
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
免
除
の

要
望
が
多
く
あ
り
、
４
月
か
ら
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
免

除
し
ま
す
。

■
免
除
と
な
る
要
件　

①
老
人
ク
ラ
ブ
等
概
ね
60
歳
以
上

の
高
齢
者
で
構
成
さ
れ
る
団
体

②
障
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
等
で

構
成
さ
れ
る
団
体

③
主
に
小
学
校
就
学
前
児
童
お
よ

び
そ
の
保
護
者
で
構
成
さ
れ
る
団

体
、
ま
た
は
市
内
で
子
育
て
活
動

を
行
う
団
体

■
対
象
施
設　

福
祉
施
設
お
よ
び

公
民
館
（
地
区
公
民
館
的
な
役
割

を
担
う
施
設
を
含
む
）

福祉団体は

免除します

　

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、合
併
後
、

常
勤
医
師
が
不
在
と
な
り
、
地
元
住

民
か
ら
常
勤
医
師
を
強
く
要
望
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
松
井
医
院
（
江
崎
）
な

ど
か
ら
の
医
師
の
派
遣
に
よ
り
、
変

則
週
３
日
の
診
療
を
継
続
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
新
し
い
常
勤
医

師
が
着
任
し
、
週
４
日
の
診
療
を
再

開
し
ま
す
。

■
診
療
日　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月
29

日
〜
翌
年
１
月
３
日
）
は
休
診
し
ま

す
。

■
診
療
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

■
診
療
科
目　

内
科

※
外
来
診
療
の
み

■
医
師
名　

中
山
隆
安

■
問
い
合
わ
せ　

弥
富
診
療
セ
ン

タ
ー（
０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１
）

新しい制度
４月から始まる

紙
類
ご
み
の
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

古
紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
設
置
場
所　

萩
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
、
各
総
合
事
務
所
、
支
所
・

出
張
所

■
排
出
で
き
る
ご
み
の
種
類　

紙

製
容
器
包
装
、
古
紙
類
（
新
聞
・

雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
飲
料
用
紙
製

容
器
）

■
持
込
時
間　

月
〜
金
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
祝
祭
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
市
民
生
活

課

総合事務所
等に設置

します

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ハ

ウ
ス
の
被
覆
シ
ー
ト
、
マ
ル
チ

シ
ー
ト
、
肥
料
袋
等
）
は
、
産
業

廃
棄
物
と
し
て
農
業
者
自
ら
の
責

任
で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
処
理
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
内
容　

処
理
費
用
の
１
／
３
以
内
を
補
助

※
離
島
地
域
に
つ
い
て
は
、
運
搬

費
用
（
全
額
）
も
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　

農
政
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所
経

済
課
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出

■
申
し
込
み　

農
政
課
（
５
２
・
５
０
３
５
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
経
済
課

　

離
島
地
域
で
は
、
使
用
済
自
動

車
を
引
取
業
者
へ
引
き
渡
す
際
、

運
搬
費
用
が
か
さ
む
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、見
島
、大
島
、相
島
、

櫃
島
か
ら
定
期
船
、
運
搬
船
を
使

用
し
て
、
使
用
済
自
動
車
を
本
土

輸
送
し
た
際
に
要
し
た
海
上
輸
送

費
用
の
全
額
を
補
助
し
ま
す
。

　

自
動
車
を
廃
車
さ
れ
る
際
は
、

使
用
済
自
動
車
の
適
正
な
処
分
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
使
用
済
自
動
車
と
は　

自
動
車

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
終
了
し

た
も
の
で
、
価
値
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
廃
棄
物
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ま
す
。

■
申
請
方
法　

環
境
衛
生
課
ま
た

は
見
島
支
所
、
大
島
出
張
所
備
え

付
け
の
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添

え
て
提
出

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

全額補助
します

使
用
済
自
動
車
の
海
上
運
搬
費
用

　
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
は
、
公
共

交
通
機
関
が
通
っ
て
い
な
い
地
区

か
ら
総
合
事
務
所
や
診
療
所
等
の

地
域
の
拠
点
ま
で
運
行
し
て
い
ま

す
。
昨
年
、
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・

福
栄
地
域
で
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
が
、
４
月
か
ら
田
万
川
・
須
佐

地
域
で
も
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。

地区 ルート
数 運行日 運行回数

江崎 ５ 火・木曜日 1日２便
（1部3便）小川 ４ 月・水・金曜日

のうち２日
須佐 ３ 月・水・金曜日

1日３便
弥富 ２ 水・金曜日

※休日、祝日、年末年始は運行しません。運行ルート、
　運行時刻については地域ごとに別途お知らせしています。

田万川・須佐地域の運行日等

　

な
お
、
今
ま
で
両
地
域
で
実
施

し
て
い
た
高
齢
者
交
通
費
等
助
成

制
度
は
廃
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

田
万
川
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

須
佐
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
２
）

ぐ
る
っ
と
バ
ス

田万川・
須佐地域で

運行します
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区　分 予算額 前年比
一 般 会 計 308億6,600万円 ▲8.0％

特 別 会 計 267億7,980万円 ＋3.2％

住宅新築資金等貸付事業特別会計 280万円 0
福祉援護資金貸付事業特別会計 290万円 ▲6.5％
土地取得事業特別会計 6,320万円 +7,900％
国民健康保険事業（事業勘定）特別会計 71億8,390万円 ＋2.7％
国民健康保険事業（直診勘定）特別会計 4億540万円 ▲44.5％
老人保健事業特別会計 89億4,450万円 ▲0.6％
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 53億3,860万円 ＋11.2％
介護保険事業（介護サービス事業勘定）特別会計 1億6,080万円 ＋151.3％
簡易水道事業特別会計 5億7,280万円 ＋28.7％
公共下水道事業特別会計 25億3,830万円 ＋3.6％
特定環境保全公共下水道事業特別会計 8,420万円 ＋1.0％
農業集落排水事業特別会計 7億250万円 ＋14.6％
漁業集落排水事業特別会計 6億7,680万円 ＋6.0％
林業集落排水事業特別会計 260万円 ＋8.3％
特定地域生活排水事業特別会計 7,070万円 ▲22.8％
個別排水事業特別会計 1,040万円 ▲1.0％
駐車場事業特別会計 1,940万円 ▲0.5％

合　計 576億4,580万円 ▲3.1％

「
新
市
建
設
計
画
」

の
実
現
に
向
け
て

平
成
18
年
度  

予
算
の
概
要

会計別の予算額

平
成
18
年
度
当
初
予
算
は
、新
市
で
初
め
て
一
体
的
な
編
成
を
行
っ
た
予
算
で
す
。

今
年
度
は
、
７
地
域
に「
地
域
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、「
新
市
建
設
計
画
」

の
着
実
な
実
現
に
向
け
た
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。
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一
般
会
計
の
概
要

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
３
０
８
億
６
６
０
０
万

円
で
、平
成
17
年
度
当
初
予
算（
３
３
５
億
６
８
０
０
万

円
）
に
比
べ
、
27
億
２
０
０
万
円
（
前
年
度
比
8.0
％
）

減
少
し
、
新
市
施
行
後
、
２
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
幅
な
減
少
は
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ

の
予
算
の
組
替
え
、
椿
西
小
学
校
整
備
事
業
、
越
ヶ
浜
・

川
上
中
学
校
屋
内
運
動
場
整
備
事
業
、
田
万
川
総
合
事

務
所
整
備
事
業
、
大
島
地
区
・
須
佐
地
域
・
福
栄
地
域

の
市
営
住
宅
整
備
事
業
等
の
大
型
事
業
の
完
了
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
新
市
建
設
計
画

の
実
現
に
向
け
て
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
施
策
や

萩
市
の
活
力
を
生
み
出
す
基
幹
産
業
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
対
応
す
べ
き
事
業
に
は
積
極
的
な
予
算
措
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要

　

一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
事
業
の
性
質
上
そ
の
収
支
を

明
確
化
す
る
た
め
の
独
立
し
た
会
計
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
特
別
会
計
と
い
い
、
国
・
県
の
補
助
金
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
等
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
予
算
で
は
、
17
の
特
別
会
計
が
あ
り
、

２
６
７
億
７
９
８
０
万
円
（
前
年
度
比
3.2
％
増
）
の
予

算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　歳入予算の中で最も大きいものは地方交付税の 119
億円で全体の 38.6％、次に市税の 54 億 7,261 万円で、
全体の 17.7％、次が市債の 30 億 1,430 万円で、全体
の 9.8％となっています。市税や財産収入などの自主財
源の割合は 30.2％、残りの 69.8％が地方交付税や国・
県支出金、地方債などの依存財源となっています。

　歳出予算の中で最も大きいものは、目的別
で見ると民生費の 74 億 254 万円で全体の
24％、次に公債費の 51 億 3,918 万円で全
体の 16.7％となっています。歳出予算を性
質別の額で見ますと、人件費、公債費、普通
建設事業費の順になっています。

一般会計
308億6,600万円
の歳入・歳出予算
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◎
景
観
整
備
事
業

　
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
」

の
実
現
に
向
け
、
観
光
資
源
を
活
用

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

・
堀
内
地
区
電
線
類
地
中
化
工
事

・
旧
山
中
家
保
存
修
理
工
事

・
旧
山
村
船
具
店
保
存
修
理
工
事

・
藍
場
川
駐
車
場
整
備
工
事

・
電
線
類
地
中
化
に
伴
う
防
犯
灯
設

置
工
事
ほ
か

◎
景
観
計
画
策
定
事
業

　

景
観
法
で
定
め
る
景
観
行
政
団
体

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
景

観
施
策
を
展
開
す
る
た
め
景
観
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

◎
中
央
公
園
整
備
事
業

　

市
民
、
観
光
客
が
く
つ
ろ
げ
る
水

と
森
を
基
調
と
し
た
公
園
と
し
て
、

ま
た
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
中
央
公
園
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

◎
第
二
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

建
設
事
業　
　
　
　
　

　

市
全
域
の
資
源
ご
み
を
受
け
入
れ

る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施
設
を

整
備
し
ま
す
。（
平
成
17
〜
19
年
度
）

◎
廃
棄
物
処
理
施
設
調
査
検
討
事
業

　

萩
清
掃
工
場
が
老
朽
化
し
て
き
た

た
め
、
新
た
な
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
に
係
る
調
査
検
討
を
行
い
ま
す
。

◎
市
営
住
宅

　

無
田
ヶ
原
口
団
地
整
備
事
業

　

老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
を
建
て
替

え
、
老
人
福
祉
施
設
を
併
設
し
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
施
し
た
住
宅
を
整

備
し
ま
す
。　
（
平
成
17
〜
19
年
度
）

◎
街
な
か
居
住
支
援
事
業

　

利
便
性
の
高
い
街
な
か
の
空
き
家

を
調
査
し
、
幅
広
い
世
代
の
街
な
か

へ
の
居
住
支
援
を
図
り
ま
す
。

18年度の
　　主な事業

◎
病
後
児
一
時
預
か
り
事
業　

　

萩
地
域
に
併
せ
、新
た
に
田
万
川
・

須
佐
地
域
に
お
い
て
も
、
病
気
の
回

復
期
な
ど
で
一
時
的
に
集
団
保
育
が

困
難
な
児
童
を
預
か
る
病
後
児
一
時

預
か
り
所
を
須
佐
診
療
セ
ン
タ
ー
に

開
設
し
ま
す
。

◎
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
等

　

助
成
事
業　
　

　

各
地
域
で
異
な
っ
て
い
た
タ
ク
シ

ー
料
金
等
の
助
成
制
度
を
統
一
す
る

こ
と
に
よ
り
、障
害
者
福
祉
の
充
実
、

地
域
間
格
差
の
是
正
を
図
り
ま
す
。

◎
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業　
　

　

新
た
に
制
定
さ
れ
た
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
き
、
３
障
害
（
身
体

障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
）
を

一
元
化
し
た
体
制
で
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

◎
無
田
ヶ
原
口
老
人
福
祉
施
設

　

整
備
事
業　
　

　

市
営
住
宅
無
田
ヶ
原
口
団
地
の
建

替
え
に
伴
い
、
高
齢
者
等
の
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
を
図
る
た

め
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
ま

す
。（
平
成
17
〜
19
年
度
）

◎
交
通
空
白
地
域

　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業　

　

公
共
交
通
機
関
か
ら
遠
い
地
区
に

住
み
、
自
力
で
外
出
が
困
難
な
高

齢
者
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
最
寄
り
駅
等

ま
で
搬
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

　

運
営
事
業　
　
　
　
　

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

要
支
援
、
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予

防
に
重
点
を
置
き
、
援
助
・
支
援

を
包
括
的
に
行
う
中
核
施
設
と
し
て

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
市

内
２
か
所
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の

相
談
窓
口
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
補
助
機
関
と
し
て
、
市
内

16
か
所
に
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

無田ヶ原口団地　建設地

地域包括支援センター

堀
内
地
区
電
線
類
地
中
化
工
事 　

　

都
市
と
自
然
が
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り

（
都
市
機
能
・
生
活
基
盤
の
整
備
と
環
境
保
全
）

１

　
　

健
や
か
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
）

２
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萩
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
林
水

産
業
、
商
工
業
観
光
・
交
流
産
業
の

基
盤
整
備
、
担
い
手
の
育
成
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
商
品
企
画
・
販

路
開
拓
な
ど
の
振
興
策
を
講
じ
ま

す
。

　

各
産
業
間
の
連
携
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
萩
市
の
特
色
を
活
か
し
た

商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、

競
争
力
を
高
め
る
な
ど
行
政
と
民
間

が
連
携
し
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

農
業
の
振
興

◎
地
域
水
田
農
業
再
構
築
推
進
事
業

　

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践

の
推
進
体
制
を
は
じ
め
、
集
落
等
へ

の
意
識
啓
発
や
実
践
の
た
め
の
機
械

等
の
条
件
整
備
を
図
り
ま
す
。

◎
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

適
正
処
理
事
業

　

安
全
・
安
心
な
農
産
物
生
産
と
地

球
環
境
保
護
の
た
め
、
農
業
生
産
現

場
で
発
生
す
る
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
や

ポ
リ
の
処
理
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

◎
土
づ
く
り
対
策
事
業

　

循
環
型
農
業
の
構
築
に
よ
る
安

心
・
安
全
な
農
作
物
を
生
産
す
る
た

め
に
堆
肥
投
入
に
よ
る
土
づ
く
り
対

◎
道
路
新
設
改
良
事
業　
　

　

市
民
の
日
常
生
活
に
深
い
関
わ
り

を
持
つ
各
地
域
の
生
活
道
路
に
つ
い

て
、
幹
線
道
路
と
の
連
絡
や
集
落
間

の
連
絡
に
考
慮
し
た
整
備
や
改
良
を

進
め
ま
す
。

【
萩
地
域
】

・
松
本
地
区
交
通
安
全
事
業
地
区
一

括
統
合
事
業

・
無
田
ヶ
原
口
前
小
畑
線
道
路
整
備

事
業

・
上
七
重
線
道
路
改
良
事
業

・
羽
賀
線
道
路
整
備
事
業

・
神
畑
線
道
路
改
良
事
業

【
川
上
地
域
】

・
立
野
福
川
線
道
路
整
備
事
業

・
大
藤
荒
谷
線
道
路
整
備
事
業

・
笹
尾
新
茶
屋
線
道
路
整
備
事
業

【
田
万
川
地
域
】

・
須
佐
地
線
道
路
改
良
事
業

【
む
つ
み
地
域
】

・
羽
月
線
道
路
改
良
事
業

【
須
佐
地
域
】

・
馬
取
線
道
路
改
良
事
業

【
福
栄
地
域
】

・
生
野
高
坂
線
道
路
改
良
事
業

策
を
推
進
し
ま
す
。
畜
産
農
家
へ
の

支
援
を
図
る
た
め
、
堆
肥
を
購
入
す

る
農
業
団
体
等
へ
助
成
し
ま
す
。

◎
農
道
整
備
事
業

　

農
業
活
動
の
基
盤
と
な
る
農
道
を

整
備
し
、
生
産
活
動
の
活
性
化
と
農

産
物
の
安
定
輸
送
を
支
援
し
ま
す
。

◎
中
山
間
総
合
整
備
事
業

　

中
山
間
地
域
の
営
農
や
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
条
件
不
利
な
状
況
を

改
善
し
農
業
や
生
活
の
基
盤
を
確
立

し
ま
す
。

　
　

未
来
を
結
ぶ
絆
の
ま
ち
づ
く
り

（
交
通
・
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
）

３

　
　

活
力
あ
る
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

（
産
業
の
振
興
）

４

立野福川線

◎
巡
回
バ
ス
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」

　

運
行
事
業　
　

　

各
地
域
の
総
合
事
務
所
、
診
療
所

等
の
拠
点
を
結
ぶ「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」

を
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
手

段
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
田
万
川
・
須
佐
地
域
で

は
、
新
規
に
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
の

運
行
を
開
始
し
、
全
地
域
に
お
い
て

バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り

ま
す
。

◎
農
村
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
情
報

　

基
盤
整
備
事
業

　

川
上
、
む
つ
み
、
旭
、
福
栄
地
域

に
お
い
て
、
高
度
な
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
農
村

型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
ケ
ー
ブ
ル

敷
設
と
広
帯
域
化
を
行
い
ま
す
。

（
平
成
18
〜
20
年
度
） ぐるっとバス



市報HAGI●2006（平成18）年４月１日号 10

萩博物館

◎
企
業
誘
致
推
進
事
業　
　

　

企
業
誘
致
・
起
業
・
創
業
担
当
の

部
署
を
設
置
し
、
企
業
誘
致
等
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
の
創
出
を

図
り
、
人
口
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

◎
商
業
の
振
興　
　

　

田
町
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
駐
車
場
や
こ
れ
に
伴
う
進
入
路

な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
平
成
17
〜
18
年
度
）

　

空
き
店
舗
対
策
事
業
に
対
し
て
補

助
を
行
い
、
観
光
に
も
対
応
で
き
る

商
店
街
と
し
て
再
生
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

◎
漁
業
後
継
者

　

育
成
対
策
事
業
へ
の
補
助

　

漁
村
青
年
の
交
流
活
動
等
、
後
継

者
の
育
成
、
確
保
に
積
極
的
に
取
り

組
む
団
体
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

◎
萩
の
魚
ブ
ラ
ン
ド
化

　

推
進
協
議
会
へ
の
支
援

　

観
光
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
萩
の
魚

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

推
進
し
、消
費
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

◎
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業

　

中
核
的
な
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な

り
、
漁
業
の
再
生
に
取
り
組
む
離
島

の
漁
業
集
落
に
対
し
交
付
金
を
交
付

し
ま
す
。

◎
漁
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

　

整
備
事
業

　

漁
業
者
の
研
修
の
場
、
漁
業
後
継

者
の
交
流
の
場
と
し
て
の
施
設
を
整

備
し
、
漁
業
者
の
主
体
的
な
活
動
の

助
長
を
図
り
ま
す
。

◎
観
光
の
振
興　
　
　
　
　
　

　

滞
在
型
観
光
を
目
指
し
、
観
光
客

誘
致
を
図
る
た
め
、
萩
温
泉
郷
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　

萩
市
ゆ
か
り
の
「
長
州
フ
ァ
イ

ブ
」
を
観
光
Ｐ
Ｒ
の
核
に
位
置
づ

け
、
様
々
な
情
報
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
の

製
作
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
ク
リ
ッ
パ
ー
オ
デ
ッ
セ
イ
」、「
ス

ピ
リ
ッ
ト
オ
ブ
オ
セ
ア
ニ
ス
」、「
ぱ

し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
な
ど
の
客

船
誘
致
に
努
め
、
海
か
ら
の
観
光
客

獲
得
を
図
り
ま
す
。

　
　

心
と
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
教
育
・
文
化
の
振
興
）

　
　

交
流
と
定
住
の
ま
ち
づ
く
り
等

（
地
域
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
定
住
の
促
進
）

◎
博
物
館
展
示
事
業

　

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
中
核
施
設

で
あ
る
萩
博
物
館
に
お
い
て
、
特
別

展
、
企
画
展
お
よ
び
市
民
参
加
展
示

を
開
催
し
、
萩
の
歴
史
、
文
化
、
自

然
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

◎
市
内
の
連
携
・
交
流
の
促
進

　

新
市
の
魅
力
を
市
民
全
体
で
確
か

め
、
各
地
域
の
地
勢
や
歴
史
、
風
土
、

文
化
等
を
実
地
で
体
験
す
る
「
萩
探

訪
ツ
ア
ー
」
を
昨
年
に
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
駅

伝
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

を
開
催
し
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成

◎
旭
地
域
図
書
館
デ
ー
タ
入
力
事
業

　

萩
市
立
図
書
館
３
館
（
萩
、須
佐
、

旭
）
の
シ
ス
テ
ム
統
合
に
向
け
て
、

資
料
デ
ー
タ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◎
史
跡
萩
城
跡
史
跡
等
買
い
上
げ
事

業
　

国
指
定
史
跡
萩
城
跡
の
公
有
化
を

推
進
す
る
た
め
、
土
地
の
買
い
上
げ

を
行
い
ま
す
。

◎
史
跡
萩
城
跡
保
存
修
理
事
業

　

国
指
定
史
跡
萩
城
跡
（
外
堀
）
保

存
修
理
の
た
め
、
発
掘
調
査
や
外
堀

整
備
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

（
平
成
８
〜
21
年
度
）

今年３月に来萩した客船「スピリット・オブ・オセアニス」

進入路等を整備中の田町商店街

を
図
り
ま
す
。

◎
地
域
協
議
会
の
設
置
・
開
催
事
業

　

各
地
域
（
旧
市
町
村
）
に
市
長
の

諮
問
機
関
で
あ
る
地
域
協
議
会
を
設

置
し
、
新
市
建
設
計
画
、
新
市
基
本

構
想
、
地
域
づ
く
り
等
に
つ
い
て
の

審
議
を
行
い
ま
す
。

　
　

活
力
あ
る
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
（
産
業
の
振
興
）

４

５６
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　◎

都
市
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
エ
リ
ア

　

拡
大
事
業　
　

　

小
川
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網

を
整
備
す
る
事
業
者
に
対
し
て
補
助

を
行
い
、
情
報
格
差
の
是
正
を
図
り

ま
す
。（
平
成
18
〜
19
年
度
）

◎
や
ま
ぐ
ち
多
彩
な
園
芸
産
地

　

育
成
事
業　
　
　
　
　
　

　

平
山
台
果
樹
団
地
の
生
産
基
盤
施

設
整
備
に
よ
る
無
農
薬
化
の
促
進
と
栽

培
管
理
作
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

◎
や
ま
ぐ
ち
多
彩
な
園
芸
産
地

　

育
成
事
業　
　
　
　
　
　

　

競
争
力
・
特
色
の
あ
る
園
芸
産
地

を
育
成
す
る
た
め
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

等
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま

す
。

◎
平
畠
線
整
備
工
事　
　
　
　
　
　

　

林
道
平
畠
線
（
長
さ
１
４
０
ｍ
）

を
整
備
し
ま
す
。

◎
育
英
小
学
校
整
備
事
業　
　
　

　

老
朽
化
し
た
育
英
小
学
校
（
須
佐

地
域
）
の
改
築
工
事
を
昨
年
に
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　

育
英
小
学
校
の
改
築
に
合
わ
せ

て
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
平
成
17
〜
18
年
度
）

◎
清
水
橋
橋
り
ょ
う
整
備
工
事　
　

　

清
水
橋
（
長
さ
8.4
ｍ
）
を
整
備
し

ま
す
。

◎
佐
々
並
分
遣
所
建
設
事
業　

　

旭
・
川
上
地
域
に
お
け
る
救
急
業

務
迅
速
化
の
た
め
、
佐
々
並
地
区
に

消
防
分
遣
所
を
建
設
し
ま
す
。

◎
佐
々
並
地
区
伝
統
的
建
造
物
群

　

保
存
対
策
調
査
事
業　

　

歴
史
的
建
物
や
萩
往
還
の
石
積
等

が
残
る
佐
々
並
の
市い

ち

お
よ
び
久く

ど
し年

地

区
で
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策

調
査
を
行
い
、
市
内
４
番
目
と
な
る

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選

定
を
目
指
し
ま
す
。

（
平
成
18
〜
19
年
度
）

◎
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　

農
業
生
産
基
盤
で
あ
る
農
道
、
集

落
道
の
整
備
を
行
い
、
主
要
産
業
で

あ
る
農
業
の
生
産
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

◎
生
野
高
坂
線
道
路
改
良
事
業

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
道
生
野

高
坂
線
の
道
路
改
良
工
事
（
長
さ

２
１
０
ｍ
）
を
行
い
ま
す
。

◎
上
水
道
浄
水
施
設
整
備
事
業

　

二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
よ
る
濁
り
水

対
策
と
し
て
、
浄
水
施
設
を
整
備
し

ま
す
。（
平
成
17
〜
19
年
度
）

◎
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整
備

　

支
援
事
業

　

大
島
地
区
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基

盤
を
整
備
す
る
事
業
者
に
対
し
て
補

助
を
行
い
、
情
報
格
差
の
是
正
を
図

り
ま
す
。

◎
平
和
橋
橋
り
ょ
う
整
備
工
事　

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
川
地
区
と

鶴
江
地
区
を
結
ぶ
平
和
橋
（
長
さ
36

ｍ
）
を
整
備
し
ま
す
。

（
平
成
16
〜
18
年
度
）

◎
消
防
水
利
等
整
備
事
業　

　

相
島
地
区
の
防
火
水
槽
を
整
備
し

ま
す
。

◎
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業

　

木
間
地
区
の
表
流
水
の
水
量
お
よ

び
水
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

◎
笹
尾
新
茶
屋
線
道
路
整
備
事
業　

　
「
長
門
峡
」
へ
の
観
光
ア
ク
セ
ス

道
に
も
つ
な
が
る
市
道
の
改
良
（
測

量
設
計
）
を
行
い
、
観
光
資
源
の
活

用
を
図
り
ま
す
。

◎
川
上
保
育
園
施
設
改
修
事
業　

　

川
上
保
育
園
の
調
理
室
等
を
改
修

し
ま
す
。

地
域
ご
と
の
主
な
事
業

各
地
域
の
平
成
18
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

建
設
中
の
育
英
小
学
校（
須
佐
地
域
）

整
備
中
の
平
和
橋（
萩
地
域
）

平
山
台
果
樹
団
地（
田
万
川
地
域
）

佐
々
並
地
区
の
歴
史
的
ま
ち
な
み

（
旭
地
域
）

川
上
地
域

萩
地
域

福
栄
地
域

旭
地
域

須
佐
地
域

む
つ
み
地
域

田
万
川
地
域
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　収益的収支においては、収入が７億 4,193 万円、支出は
７億 1,685 万円で 2,508 万円の純利益を見込んでいます。
　資本的収支においては、収入が 10 億 5,401 万円、支出は
12 億 1,742 万円で、差引き１億 6,341 万円の不足となりま
すが、これは過年度分損益勘定留保資金等により補てんしま
す。この支出のうち、上水道建設改良事業は、濁り水対策と
して、平成19年度の完成を目指し、浄水施設整備工事のほか、
管網整備を図るため前小畑、金谷地区等の配水管布設工事等
を行います。
　また、簡易水道建設改良事業として、水道未普及地区の解
消のため、大井の市場、本郷、坂本地区において、簡易水道
施設整備工事を行います。そのほかに三見蔵本地区の配水管
布設工事等を実施します。
　萩市では、今後とも水道財政の安定化に努めるとともに、
日常の水質管理体制の充実を図り、清浄で豊富な水の供給と
水道サービスの向上に取り組んでいきます。

■問い合わせ　上下水道部総務管理課（２５・３３９０）

　収益的収入においては、収入が 24 億 6,619 万円、支出が
24 億 7,866 万円で、差引き 1,247 万円の不足となりますが、
これは未処理欠損金として翌年度に繰り越します。
　資本的収支においては、収入が１億 4,103 万円、支出が
２億 1,324 万円で、差引き 7,221 万円の不足となりますが、
これは過年度分損益勘定留保資金により補てんします。
　平成 18 年度は、医師の増員など人員体制の強化により、
救急をはじめとする急性期医療の機能を強化する一方、生活
習慣病等のまん延に対して、予防医学の観点から健診・ドッ
クの受診啓発や健診結果等に関する説明の機会を設け、市民
の健康管理の一翼を担っていきます。
　さらに、抗がん剤を用いた化学療法による「がん治療」を
充実させるため、専用の治療室を設けるとともに専門職員を
配置し、手術による外科的治療に加えて、内科的なアプロー
チによる治療、ケア、相談・指導等の体制も強化します。
　また、市民向け、あるいは医療関係者等との研修会を開催
し、日常の診療活動だけでは得ることのできない地域との交
流・連携も深めていきます。
■問い合わせ　萩市民病院（２５・１２００）

萩市病院事業会計予算

健診ドック・がん治療を充実

萩市水道事業会計予算

濁り水対策として浄水施設を整備

平成18年度

平成18年度
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●
１　

平
成
17
年
度
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
１
２

６
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

３
４
２
億
８
０
９
９
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

主
な
も
の
は
、
学
校
内
事
故
に
対

す
る
損
害
賠
償
金
７
９
９
５
万
円
お

よ
び
公
有
林
整
備
事
業
債
の
施
業
転

換
資
金
へ
の
借
換
え
等
に
伴
う
公
債

費
４
億
３
３
９
８
万
円
の
計
上
等
で

す
。

●
２　

平
成
17
年
度
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
４
１
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
69
億
７

８
６
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
３　

平
成
17
年
度
萩
市
介
護
保
険

事
業
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０
万

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

５
９
８
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
４
〜
23　

平
成
18
年
度
萩
市
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

　

詳
細
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
４
〜
７
ペ
ー
ジ
、
企
業

会
計
に
つ
い
て
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
24　

萩
市
教
育
振
興
基
金
条
例

　

寄
附
金
の
受
入
れ
に
伴
い
基
金
を

設
置
す
る
た
め
に
、
条
例
を
新
た
に

制
定

●
25　

萩
市
障
害
程
度
区
分
判
定
審

査
会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

障
害
の
程
度
に
つ
い
て
審
査
判
定
を

行
う
審
査
会
の
設
置
が
市
町
村
に
義

務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
委
員

定
数
を
定
め
る
条
例
を
新
た
に
制
定

●
26　

萩
市
放
置
自
動
車
の
発
生
の

防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条

例

３
月
定
例
会

２
月
27
日
か
ら
３
月
24
日
の
間
、
３
月
萩
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
市
長
の
施
政
方
針
を
は
じ
め
、
平
成
18
年
度
萩

市
一
般
会
計
予
算
な
ど
46
議
案
と
、
議
員
提
出
議
案
の
６
議
案
が
す

べ
て
可
決
、
同
意
さ
れ
た
ほ
か
、
５
日
間
に
わ
た
り
24
人
の
議
員
か

ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
報
告

議
案
紹
介

（
数
字
は
議
案
番
号
）

　

公
共
の
場
所
に
お
け
る
自
動
車
の

放
置
の
禁
止
お
よ
び
放
置
さ
れ
た
自

動
車
の
適
正
な
処
理
に
つ
い
て
条
例

を
新
た
に
制
定　

●
27　

萩
市
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

３
月
末
で
地
域
調
整
部
を
廃
止

●
28　

萩
市
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

萩
市
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
し
、
管
理
運
営
を
指
定

管
理
者
が
代
行

●
29　

萩
市
中
津
江
・
福
祉
複
合
施

設
な
ご
み
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
及
び
萩
市
さ
ん
み
苑
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
必
要
箇
所
を
改
正

●
30　

萩
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
の
施
設
と
し
て
の
萩
市
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ま
が
わ
を
廃
止

●
31　

萩
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
必
要
箇
所
を
改
正

●
32　

萩
市
公
共
下
水
道
条
例
及
び

萩
市
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

は
ぎ
温
泉
の
配
湯
利
用
施
設
等
に

お
け
る
温
泉
汚
水
排
出
に
伴
う
下
水

道
使
用
料
等
の
額
を
規
定

●
33　

萩
市
立
学
校
施
設
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

川
上
中
学
校
講
堂
の
改
築
に
伴

い
、
必
要
箇
所
を
改
正

●
34
・
35　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施

設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
、
策
定

に
つ
い
て

　

木
間
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
を
変
更
し
、
見
島
本

村
辺
地
等
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
を
策
定

●
36　

萩
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
以
降
の
新
規
事
業
の

追
加
等
に
よ
り
、
萩
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
を
変
更

●
37　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

平
成
８
年
に
発
生
し
た
旧
萩
第
一

中
学
校
で
の
課
外
ク
ラ
ブ
活
動
中
の

事
故
に
係
る
損
害
賠
償
の
額
を
決
定

●
38　

美
祢
市
萩
市
競
艇
組
合
の
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

●
39
・
40　

新
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認
及
び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
　

山
田
地
区
の
公
有
水
面
埋
立
地
で

新
た
に
生
じ
た
土
地
を
確
認
し
、
そ

の
土
地
を
近
接
す
る
字
（
玉
江
浦
）

の
区
域
に
編
入

●
41　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
41
施
設
に
お
い
て
管
理
運
営

を
代
行
す
る
指
定
管
理
者
を
指
定

●
42　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
に
、
瀧た

き
の野

房
子
氏

（
佐
々
並
、
再
任
）
を
推
薦

●
43　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

杉
山
尚
氏
の
後
任
の
教
育
委
員
会

委
員
に
、
山
本
惺せ

い
し史

氏
（
三
見
）
を

任
命

●
44　

萩
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び
萩
市
議
会
議
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
家
公
務
員
の
給
与
制
度
改
定
に

準
じ
て
改
定

●
45　

萩
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

国
家
公
務
員
の
退
職
手
当
に
係
る

制
度
改
定
に
準
じ
て
改
定
し
、
勧
奨

退
職
に
係
る
退
職
手
当
の
特
例
措
置

を
拡
充

●
46　

萩
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　

　

介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

必
要
箇
所
を
改
正

【
お
知
ら
せ
】

　

合
併
後
、
市
議
会
の
審
議
内
容
に

つ
い
て
は
、
市
報
で
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
か
ら
は

市
議
会
が
発
行
す
る
議
会
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
保
険
料
が
第
２
段
階
で
し

た
が
、
保
険
料
の
負
担
能
力
に
大
き

な
開
き
が
あ
り
、
所
得
水
準
の
低
い

層
に
と
っ
て
は
負
担
が
重
い
と
い

う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
介
護
保
険
制

度
が
改
正
さ
れ
「
合
計
所
得
金
額
と

課
税
年
金
収
入
額
の
合
計
額
」
の

80
万
円
を
基
準
に
、
保
険
料
段
階
を

第
２
段
階
と
第
３
段
階
の
２
つ
に

分
け
、
第
２
段
階
は
第
１
段
階
と
同

じ
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
見
込
み
に
基
づ
い
て
３
年
に
１

度
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
18
年
度
が
そ
の
年

に
当
た
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
保
険
料
は
下
表
の

と
お
り
で
、
合
併
後
も
地
域
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
保
険
料
を

統
一
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
、
低
所
得
者
層
に
配
慮
し

た
保
険
料
段
階
に
変
わ
り
ま
し
た
。

※税制改正（高齢者の非課税限度額の廃止）に伴い、市民税が非課税から課税になる
　方（世帯）については、２年間の激変緩和措置があります。対象となる方にはあら
　かじめ減額した金額で保険料を決定します。

〝
市
全
域
で
保
険
料
を
統
一
し
ま
す
〟

低
所
得
者
層
に
配
慮
し
た
保
険
料
段
階
に

○
遺
族
年
金
・
障
害
年
金

受
給
者
も
特
別
徴
収
に

　

今
年
10
月
か
ら
、
特
別
徴
収
（
保

険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の
対

象
と
な
る
年
金
の
種
類
が
増
え
、
遺

族
年
金
・
障
害
年
金
か
ら
も
特
別
徴

収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

○
６
月
に
保
険
料
が
決
定

　

保
険
料
は
、
６
月
に
確
定
す
る
市

民
税
の
課
税
・
非
課
税
お
よ
び
合
計

所
得
金
額
等
に
基
づ
い
て
、
個
人
ご

と
に
決
ま
り
ま
す
。
保
険
料
の
決
定

通
知
書
は
６
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま

す
。

○
特
別
徴
収
の

　
　

４
・
６
月
分
は
仮
徴
収

　

保
険
料
の
決
定
が
６
月
と
な
る
た

め
、
特
別
徴
収
の
方
の
４
月
、
６

月
の
保
険
料
額
は
、
今
年
２
月
の
保

険
料
と
同
額
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
、
８
月
以
降
の
保
険
料
で
調
整
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
係
（
２
５
・
３
７
８
１
）

段　階 対　　象　　者 年間保険料（月額）

第１段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で市民
税非課税世帯の方

23,930円
  （1,994円）

第２段階 市民税非課税世帯で、合計所得金額と課税年
金収入額の合計額が80万円以下の方

23,930円
  （1,994円）

第３段階 市民税非課税世帯で、合計所得金額と課税年
金収入額の合計額が80万円を超える方

35,890円
  （2,991円）

第４段階 本人は市民税非課税で、世帯の誰かが市民税
課税の方

47,860円
  （3,988円）

第５段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が200万
円未満の方

59,830円
  （4,986円）

第６段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が200万
円以上の方

71,790円
  （5,983円）

地　域
Ｈ15〜17
第３段階の
年間保険料

Ｈ18〜20
第４段階の
年間保険料

萩 41,700 円

47,860 円

川上 54,000 円

田万川 39,600 円

むつみ 43,200 円

須佐 39,120 円

旭 36,000 円

福栄 39,600 円

平成15〜17年度と平成18〜20年度の

17 年度まで 18 年度から

第１段階 第１段階

第２段階
第２段階
第３段階

第３段階 第４段階
第４段階 第５段階
第５段階 第６段階

65歳以上
の方の

保 険 料 段 階

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

65歳以上の方の介護保険料（平成18〜20年度）

保険料基準額の比較

参 考
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市では、国民健康保険の被保険者の皆さんの疾病予防・
重症化防止を図るため、「人間ドック」「国保基本健診」

「任意検査」「歯科検診」に対する費用の一部を補助し
ます。疾病予防・重症化防止のためにも、年に一度の
健康診断を習慣付けましょう。

■問い合わせ　市民課保険係（２５・３１４７）
　　　　　　　または各総合事務所市民生活課

宿泊人間ドック
□検査内容　医療機関によって異なります。それぞれの医療
　機関に直接お問い合わせください。
□検査費用・自己負担額　
　①検査費用が６万円以上の場合、補助金は５万 5,000 円
　　自己負担は検査費用との差額
　②検査費用が６万円未満の場合、自己負担は 5,000 円
　　補助金は検査費用との差額
□申し込み・申請方法　医療機関に直接申し込み、事前に人
　間ドック利用申込書を提出。全額医療機関に支払い、後日
　領収書等必要書類を添えて、市民課保険係、各総合事務所
　市民生活課、支所・出張所に申請

■指定医療機関の場合
□検査内容　検尿、検便、血圧測定、眼底検査、肺機能検査、
　視力・聴力検査、血液検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウィルス検査
　を含む）、血糖検査、胃透視または胃カメラ（選択）、心電図、
　腹部超音波検査
□検査費用　４万 9,000 円
□自己負担額　5,000 円
□申し込み・申請方法　医療機関に直接申し込み、検査当日
　は国民健康保険証と印鑑を持参し、自己負担額を医療機関
　に支払い
■指定医療機関以外の場合
□検査内容　検査項目・費用が異なりますので、医療機関に
　お問い合わせください。
□検査費用・自己負担額
　①検査費用が４万 9,000 円以上の場合
　　補助金は４万 4,000 円、自己負担は検査費用との差額
　②検査費用が４万 9,000 円未満の場合
　　自己負担は 5,000 円、補助金は検査費用との差額
□申し込み・申請方法　医療機関に直接申し込み、事前に人
　間ドック利用申込書を提出。全額医療機関に支払い、後日
　領収書等必要書類を添えて、市民課保険係、各総合事務所
　市民生活課、支所・出張所に申請
※人間ドック利用申込書は市民課保険係、各総合事務所市民
　生活課、支所・出張所にあります。

日帰り人間ドック

□検診内容　検尿、血圧測定、心電図、血液検査（Ｂ型・Ｃ
　型肝炎ウィルス検査を含む）、胸部Ｘ線検査、血糖検査
□自己負担額　1,000 円
□申し込み・申請方法　医療機関に直接申し込み、検査当日
　は国民健康保険証と印鑑を持参し、自己負担額を医療機関
　に支払い

国保基本健診

□検診内容　問診・歯周組織の検査
□自己負担額　800 円
□申し込み・申請方法　医療機関に直接申し込み、検査当日
　は国民健康保険証と印鑑を持参し、自己負担額を医療機関
　に支払い

歯科検診

他の検査と組み合わせて受診することができます。
　①肺がん検査　ＣＴ検査　2,500 円
　　　　　　　　ＣＴ検査喀痰検査　3,200 円
　②前立腺がん検査　600 円
　③乳がん検査（触診、マンモグラフィー、エコー）1,200 円
　④大腸がん検査　300 円
　⑤胃がん検査（胃透視または胃カメラ）2,200 円
　⑥子宮がん検査　頸部検査　1,000 円　
　　　　　　　　　頸部と体部の検査　1,500 円
　⑦骨粗しょう症検査　300 円
　⑧脳検査（ＭＲＩ、ＭＲＡ）　3,900 円
□国保基本検診・任意検査の申し込み・申請方法
　医療機関に直接申し込み、検査当日は国民健康保険証と印
　鑑を持参し、自己負担額を医療機関に支払い

※金額は自己負担額任意検査

国 保 検 診 で 健 康 チ ェ ッ ク を ！
「人間ドック（宿泊または日帰り）」「国保基本
健診」「任意検査」「歯科検診」（いずれも４月〜
翌年３月の間に１回のみ）

補助対象

20 歳以上の萩市国民健康保険被保険者
（任意検査の前立腺がん検査は 30 歳以上、
肺がん検査は 45 歳以上）

補助対象者

市民便利帳または萩市公式ホームページに掲載し
ています。詳しくは、市民課保険係または各総合
事務所市民生活課までお問い合わせください。

実施機関
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外科 内科 小児科

歯科

産婦人科

カレンダーは抜き取ってご利用ください。※休日・夜間当番医の診療時間　翌朝７時まで。歯科は午前９時〜午後３時
　阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）
　４月から、旧阿南地区（川上・旭地域）は阿北地区に統一されました。
  当番医が緊急やむを得ず変わった場合、外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス
 （☎ 25-7474）、歯科は萩地区消防本部（☎ 25-2772）で確認してください。

●萩市議会議員一般選挙告示　立候補届出（8:30 〜 / 明倫小学校体育館）	
●道の駅「ハピネスふくえ」オープンフェスタ（10:00 〜 / 道の駅「ハピネスふくえ」）
●萩特産屋台村（10:00 〜 / 山口県漁協萩地方卸売市場）

●人権・行政相談（9:00 〜 / 小川コミュニティセンター）
●萩市議会議員一般選挙　期日前投票　〜４月 22 日　（大島・相島・見島地区 〜 21 日）

●心配ごと相談（13:00 〜 / 総合福祉センター）

●行政相談（10:00 〜 / むつみコミュニティセンター、むつみ農村環境改善センター）

●田万川温泉開業 10 周年記念感謝祭（10:00 〜 / 田万川温泉センター）〜４月 23 日
●萩ブロック交通事故等相談所の出張相談（10:00 〜 / 田万川総合事務所）

●萩市議会議員一般選挙　繰上投票日（7:00 〜 / 大島・相島・見島地区）
●萩博物館特別展「晋作と龍馬」（9:00 〜 / 萩博物館）　〜６月 18 日
●きれいなまち・萩推進市民会議美化活動（9:00 〜 / 川島土手 ( 太鼓湾 )）

●萩市議会議員一般選挙　投票日（7:00 〜 / 各投票所）

●心配ごと相談（13:00 〜 / むつみ福祉の里ふれあいセンター）

●無料法律相談（10:00 〜 / 市役所）
●心配ごと相談（13:00 〜 / 総合福祉センター）

●出張年金相談所の開設（10:00 〜 / 須佐総合事務所）

●行政相談（10:00 〜 / 川上公民館）

●ジョイフルセンター須佐 12 周年ふれあいセール（10:00 〜 / ジョイフルセンター須佐）	
	

29 日（土）
いわたに

（無田ヶ原）

上記以外
の日は
内科で
対応

16 日（日）
まつうら
（古魚店）
26-1182

23 日（日）
井上

（東田町）
25-1687

29 日（土）
大谷

（下五間町）
22-0527

30 日（日）
おか

（土原）
22-8241

16 日（日）
29 日（土）

都志見
（江向）

22-2811

23 日（日）
30 日（日）
なかむら
（熊谷町）
22-1557

16

17

18

19

20

21

23

24

25

26

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

22

27

28

水

29

木

30

金

土

日

鈴木
（船津）

25-4510

メディカル
ポート萩
（堀内）

24-0082

兼田
（吉田町）
22-1113

全真会
（玉江浦）
22-4106

都志見
（江向）

22-2811

しげおか
（今古萩町）
25-9170

柳井
（橋本町）
22-0748

玉木
（瓦町）

22-0030

玉木
（瓦町）

22-0030

萩市民
（椿）

25-1200

都志見
（江向）

22-2811

しげおか
（今古萩町）
25-9170

中坪
（今魚店町）
22-5430

玉木
（瓦町）

22-0030

平岡
（新川東）
25-7100

綿貫
（東浜崎町）
25-2020

中嶋
（今古萩町）
22-2206

萩慈生
（玉江）

25-6622

田町
（東田町）
24-1234

萩市民
（椿）

25-1200

藤原
（土原）

22-0781

しげおか
（今古萩町）
25-9170

都志見
（江向）

22-2811

中坪
（今魚店町）
22-5430

めづき
（土原）

22-2248

花宮
（平安古町）
25-8738

市原
（塩屋町）
22-0184

波多野
（堀内）

25-2788

波多野
（堀内）

25-2788

池本
（玉江浦）
25-7575
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内科外科 小児科

歯科

産婦人科

阿 北 地 区
休日当番医

主要行事 ●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

15

水

午前８時 30 分
〜午後５時 30 分

●萩八景遊覧船花見コース（10:00 〜 / 萩城跡指月小橋スタート）　〜４月９日

●「美しいまち・萩」実現市民大会（9:00 〜 / 市役所前庭）
●いけばな池坊展（10:00 〜 / 市民館）　〜４月３日
●ぼんぼり流し雛（18:30 〜 / 藍場川（旧湯川家屋敷前））

●狂犬病予防集合注射（市内各所）　〜５月２日
●流し雛（10:00 〜 / 藍場川（旧湯川家屋敷前））

●心配ごと相談（13:00 〜 / 総合福祉センター）

●春の全国交通安全運動（市内各所）　〜４月 15 日	

●華麗なるマイセン磁器（9:00 〜 / 県立萩美術館・浦上記念館）　〜５月 28 日
●五月人形展（9:00 〜 / 旧久保田家住宅外）　〜５月 31 日
●年金の休日相談日（9:30 〜 / 萩社会保険事務所）

●吉田松陰顕彰吟詠コンクール全国大会（10:30 〜 / サンライフ萩）

●市内小・中学校入学式（各小中学校）
●年金相談 19 時まで時間延長（8:30 〜 / 萩社会保険事務所）

●人権・行政・公証相談（10:00 〜 / 総合福祉センター）
●心配ごと相談（13:00 〜 / 総合福祉センター）

●萩女流アート協会展（9:00 〜 / 市民館）　〜４月 16 日

●行政相談（9:00 〜 / 福栄農業担い手育成センター）
●心配ごと相談（9:00 〜 / 福栄農業担い手育成センター）
●人権・行政相談（10:00 〜 / 旭高齢者コミュニティセンター、旭マルチメディアセンター）
●心配ごと相談（10:00 〜 / 旭高齢者コミュニティセンター）
●心配ごと相談（13:30 〜 / 旭マルチメディアセンター）

●萩・春のお魚まつり（10:00 〜 / 道の駅「萩しーまーと」）　〜４月 16 日

13 日（木）
いわたに

（無田ヶ原）

上記以外
の日は
内科で
対応

2 日（日）
今田

（今古萩町）
26-2771

9 日（日）
松隈

（土原）
24-2088

２日（日）
都志見

（江向）
22-2811

9 日（日）
なかむら
（熊谷町）
22-1557

  ２日（日）　すさクリニック（須佐）　〈外科〉　08387-6-3376
  9 日（日）   村田医院（紫福）　　　　〈内科〉　53-0018
16 日（日）　松原医院（須佐）　　　　〈内科〉　08387-6-5055
23 日（日）　斎藤医院（阿武町）　　　〈外科〉　08388-2-2838
29 日（土）　むつみ診療所（吉部上）　〈内科〉　08388-6-0149
30 日（日）　福川診療所（福井下）　　〈内科〉　52-0027

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

木

金

土

日

月

火

水

土

日

月

火

木

金

土

市原
（塩屋町）
22-0184

田町
（東田町）
24-1234

都志見
（江向）

22-2811

萩慈生
（玉江）

25-6622

しげおか
（今古萩町）
25-9170

玉木
（瓦町）

22-0030

兼田
（吉田町）
22-1113

全真会
（玉江浦）
22-4106

玉木
（瓦町）

22-0030

玉木
（瓦町）

22-0030

萩市民
（椿）

25-1200

綿貫
（東浜崎町）
25-2020

池本
（玉江浦）
25-7575

藤原
（土原）

22-0781

鈴木
（船津）

25-4510

山本
（前小畑）
26-0077

柳井
（橋本町）
22-0748

めづき
（土原）

22-2248

中嶋
（今古萩町）
22-2206

平岡
（新川東）
25-7100

しげおか
（今古萩町）
25-9170

萩市民
（椿）

25-1200

萩慈生
（玉江）

25-6622

メディカル
ポート萩
（堀内）

24-0082

都志見
（江向）

22-2811

都志見
（江向）

22-2811

しげおか
（今古萩町）
25-9170

山本
（前小畑）
26-0077

萩市民
（椿）

25-1200

萩市民
（椿）

25-1200
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■
投
票
で
き
る
方

　

昭
和
61
年
４
月
24
日
以
前
に
生
ま

れ
た
日
本
国
民
で
、
萩
市
に
住
民
票

が
あ
り
、
平
成
18
年
１
月
15
日
（
転

入
届
出
日
）
以
前
か
ら
萩
市
に
住
ん

で
い
る
人
。

　

萩
市
を
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

■
こ
ん
な
時
は

　
　
　
　

期
日
前
投
票
を

　

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
に
投
票

で
き
な
い
人
に
前
も
っ
て
投
票
で
き

る
よ
う
便
宜
を
図
る
制
度
で
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
出
産
予

定
等
の
事
情
で
投
票
所
へ
行
け
な

い
人
は
、
必
ず
期
日
前
投
票
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

投
票
期
間
、
投
票
場
所
、
日
程
、

時
間
等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
大

島
、
相
島
、
見
島
地
区
（
前
日
繰
上

投
票
）
の
方
の
期
日
前
投
票
は
21
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

■
不
在
者
投
票

▽
入
院
中
の
場
合

　

市
内
の
指
定
病
院
や
施
設
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
方
は
、
病
院
長

や
管
理
者
に
申
し
出
を
す
れ
ば
、
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
指
定
病
院
と
指
定
施
設
は
次
の

と
お
り
で
す
。

［
指
定
病
院
］

　

萩
市
民
病
院
、
玉
木
病
院
、
全
眞

会
病
院
、
都
志
見
病
院
、
萩
慈
生
病

院
、
し
げ
お
か
病
院
、
萩
病
院

［
指
定
施
設
］

　

オ
ア
シ
ス
は
ぎ
園
、萩
市
指
月
園
、

萩
市
救
護
所
、
萩
・
福
祉
複
合
施
設

か
が
や
き
、
ひ
ま
わ
り
の
苑
、
徳
寿

園
、
阿
北
苑
、
む
つ
み
園
、
す
さ
苑
、

ち
は
る
え
ん
、
紫
福
園

▽
仕
事
等
で
市
外
に
滞
在
中
の
場
合

　

郵
便
等
で
宣
誓
書
を
添
え
、
萩
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請

求
し
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
郵
便
等
で
投
票
で
き
る
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
を
持
ち
、
一
定
要
件
に
該
当
す
る

方
、
介
護
保
険
に
お
い
て
要
介
護
５

と
認
定
さ
れ
た
方
で
、「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
自

宅
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
て
郵
便
等

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
方
で
、

「
ご
自
身
で
投
票
の
記
載
が
で
き
な

い
」
と
法
的
に
定
め
ら
れ
た
方
が
、

代
理
人
に
投
票
し
て
も
ら
う
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る
方

や
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
方
は
早
め
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
郵
便
等
投

票
証
明
書
を
添
え
て
４
月
19
日
ま
で

に
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
船
員
の
場
合

　

船
員
で
「
選
挙
人
登
録
証
明
書
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
指
定
港
の
市
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
選
挙
人
名

簿
登
録
証
明
書
お
よ
び
船
員
手
帳
を

提
示
し
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
投
票
所
の
確
認
を

　

投
票
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
郵
送

さ
れ
た
「
投
票
所
入
場
券
」
で
自
分

の
投
票
所
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
４
月
８
日
以
降
に
転
居

さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
出
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券
が
届

い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

萩市議会議員一般選挙

４
月
23
日
㊐
が
投
票
日
で
す
。

大島・相島
見島地区は
４月22日㊏

■
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　

投
票
所
で
の
受
付
を
円
滑
に
す
る

た
め
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
な
く
し
た
り
、
忘
れ
た
と
き

は
投
票
所
で
再
発
行
し
ま
す
。
受
付

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
の
方
法

　

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
氏
名

を
一
人
書
い
て
投
票
し
ま
す
。漢
字
、

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
が
、
候
補
者
の
氏
名
を
は
っ

き
り
正
し
く
書
か
な
い
と
無
効
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▽
代
理
投
票

　

投
票
は
自
分
で
書
く
の
が
原
則
で

す
が
、
体
の
不
自
由
な
方
や
字
が
書

け
な
い
方
は
投
票
所
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
補
助
者
が
、
あ
な
た
に
代

わ
っ
て
あ
な
た
の
支
持
す
る
候
補
者

を
書
き
ま
す
。
投
票
に
関
す
る
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
は
点
字

投
票
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

（
２
５
・
２
９
１
２
）

　私たちにとって一番身近な市議会議員
の一般選挙です。私たちの意見を市政に
反映させてくれる人に、自らの意思で一
票を投票しましょう。

投票所の変更について
　椿投票区投票所が「萩市椿保育園」
から「萩市立椿西小学校屋内運動場」
に変更になりましたので、お間違え
のないようにお願いします。
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期日前投票所 場　所 投票区域（投票区） 期　間 時　間
萩市役所期日前投票所 萩市役所玄関ロビー 市内全域 4/17（月）～22（土） 8:30～20:00

三見期日前投票所 三見出張所 三見全 4/17（月）～22（土） 8:30～17:00

大井期日前投票所 大井出張所 大井全 4/17（月）～22（土） 8:30～17:00

大島期日前投票所 大島出張所 大島、相島 4/17（月）～21（金） 8:30～17:00

見島期日前投票所 見島支所 見島全
4/17（月）～20（木） 8:30～17:00

4/21(金） 8:30～12:00

越ヶ浜期日前投票所 山口県漁協萩支店
２階　図書室 椿東第 5、越ヶ浜 4/17（月）～22（土） 9:00～17:00

川上期日前投票所 川上総合事務所 川上総合事務所管内 4/17（月）～22（土） 8:30～19:00

田万川期日前投票所 田万川総合事務所
田万川総合事務所管内

4/17（月）～22（土） 8:30～19:00

小川期日前投票所 小川支所 4/17（月）～22（土） 8:30～17:00

むつみ期日前投票所 むつみ総合事務所
むつみ総合事務所管内

4/17（月）～22（土） 8:30～19:00

高俣期日前投票所 高俣支所 4/17（月）～22（土） 8:30～17:00

須佐期日前投票所 須佐総合事務所
須佐総合事務所管内

4/17（月）～22（土） 8:30～19:00

弥富期日前投票所 弥富支所 4/17（月）～22（土） 8:30～17:00

旭期日前投票所 旭総合事務所
旭総合事務所管内

4/17（月）～22（土） 8:30～19:00

佐々並期日前投票所 佐々並支所 4/17（月）～22（土） 8:30～17:00

福栄期日前投票所 福栄総合事務所
福栄総合事務所管内

4/17（月）～22（土） 8:30～19:00

紫福期日前投票所 紫福支所 4/17（月）～22（土） 8:30～17:00

あなたの投票所
投票所名 場所 区域
旧萩第１ 萩市土原保育園遊戯室 川島全区、土原全区
旧萩第２ 萩市役所玄関ロビー 橋本町、御許町、唐樋町、江向全区
旧萩第３ 萩市保健センター 河添、平安古全区
旧萩第４ 萩市立萩西中学校屋内運動場 堀内全区、城東全区、今魚店町、樽屋町

旧萩第５ 日の丸保育園遊戯室 北古萩１区、細工町、塩屋町、恵美須町、瓦町、米屋町、東田町、西田町、
津守町、上五間町

旧萩第６ 今古萩老人憩の家 下五間町、吉田町、古萩町、今古萩町、熊谷町
旧萩第７ 萩市浜崎介護予防センター 北古萩２区、浜崎新町全区、浜崎町全区、東浜崎町全区
椿東第１ 県営住宅中津江団地集会所 目代、中津江
椿東第２ 萩市椿東保育園遊戯室 上野、椎原、船津
椿東第３ 萩市立椿東小学校屋内運動場 中ノ倉、松本市、無田ヶ原、長山
椿東第４ 新川会館 無田ヶ原口、新川全区、香川津、鶴江全区、前小畑１区、前小畑２区の１
椿東第５ 中小畑恵比須会館 前小畑２区の２・３、中小畑、後小畑
越ヶ浜 萩市越ヶ浜介護予防センター 越ヶ浜全区
椿 萩市立椿西小学校屋内運動場 霧口、沖原、大屋、笠屋、河内、椿、濁淵、金谷、椿町、雑式町、桜江、青海
木間 萩市立木間小学校屋内運動場 東木間、西木間、北木間
山田第１ 萩市立白水小学校屋内運動場 山田全区、玉江１区、玉江２区の２、玉江３区
山田第２ 萩市山田保育園遊戯室 玉江２区の１、玉江浦全区、倉江、小原
三見第１ 三見市仁王会館 中山、市、手水川、床並、吉広
三見第２ 萩市三見公民館講義室 畦田、石丸、河内、駅通り、蔵本、明石、浦全区
三見第３ 三見飯井公民館 飯井

期 日 前 投 票 の 場 所 ・ 区 域 ・ 日 時
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投票所名 場所 区域
大井第１ 萩市大井公民館講義室 七重、市場、庄屋、円光寺、馬場上、馬場下、貞平、門前、本郷、羽賀、坂本
大井第２ 大井保育園遊戯室 土井、港全区、港浜全区
大井第３ 大井浦蛭子会館 浦全区、後地
大島 萩市大島公民館講義室 大島全区
相島 萩市相島文化センター集会室 相島、櫃島
見島第１ 萩市立見島中学校屋内運動場 本村全区
見島第２ 萩市見島体育館 宇津全区
川上第１ 萩市川上総合事務所 佐古、川上山田、長谷、三徳、共栄、遠谷、堂河内
川上第２ 川上立野集会所 立野、白上、椿瀬、川上横坂
川上第３ 旧笹尾分校 笹尾、杣木谷
川上第４ 川上すぎのこ村 江舟、野戸呂
田万川第１ 萩市田万川農村婦人の家 小川４区～11区
田万川第２ 萩市小川コミュニティセンター 小川１区～３区、小川12区～14区、小川24区～25区
田万川第３ 下小川ふれあいセンター 小川15区～23区

田万川第４ 萩市田万川保健センター 瀬尻、上組、丸山、中組、大久保、八幡、松崎、稗田、市味、湊、須佐地、
江崎平原、上本郷、下本郷、下郷、わらび台、大沢、要一、要二

田万川第５ 江崎ふるさとセンター 上本町、本町、土居、弁天、上中町、下中町、戎一、戎二、江津、尾浦
むつみ第１ 片俣集会所 御舟子、小国、中橋、金谷、札の奥
むつみ第２ 萩市高俣支所 中郷、宮廻、羽月、岸高、中央、高佐上市、領家、安附、高佐横坂の一部
むつみ第３ 西側公会堂 辻山、高佐横坂
むつみ第４ 高佐下ふれあいセンター 下領、影畑、花見、後井、伏馬
むつみ第５ 吉部市公会堂 朝鳥、宇立、市上、市下、岡田、江良
むつみ第６ 毛木公会堂 菅谷、毛木山、毛木、千石台全区
むつみ第７ 萩市むつみ総合事務所住民ホール 鈴倉、野田、大光寺
むつみ第８ 尾の坂公会堂 尾の坂、湯の口、佐波木
むつみ第９ 殿川公会堂 吉部殿川、平ヶ重、天坪、深谷、二反田
むつみ第10 吉部老人作業所 麻生、三戸原、鍛冶屋、志和田、広瀬下、広瀬上、吉部長尾、柳、鱒谷

須佐第１ 萩市須佐総合事務所 松原、本町上、本町中、本町下、河原丁、山根丁西、山根丁東、横屋丁、中津、
浦西、浦中、浦東、入江、水海、青葉台、まてかた、金井、押谷、中畑、前地

須佐第２ 萩市須佐三原農事集会所 上三原、堀田、帆柱、下三原上、下三原下、北谷、野頭
須佐第３ 高山公民館 高山、沖浦
弥富第１ 萩市弥富支所 弥富１区、弥富５区～13区
弥富第２ 萩市鈴野川農林漁業者等健康増進施設 弥富２区～４区
旭第１ 萩市旭活性化センター 長瀬、大下、佐々並市、成川、深瀬、黒ヶ谷、久年、パークタウン
旭第２ 長高公民館 高津、長小野
旭第３ 舞谷公民館 舞谷

旭第４ 萩市立明木中学校屋内運動場 古戦場、同前、矢代、上横瀬、下横瀬、小野山、角力場、すもうば団地、
サンウッドビレッジ

旭第５ 萩市旭マルチメディアセンター 釿切、菅蓋、牛地、見定下切、惣田、笛吹、明木上市、下市、蔵屋、原、
沖ノ原団地、中央団地

福栄第１ 萩市福栄コミュニティセンター 生野、東宗、西宗、鎌浦、榎屋、別所、押原、仁保谷
福栄第２ 半田公民館 鶴ヶ谷、平蕨台、麦谷、半田
福栄第３ 山崎集会所 文捨、山崎、堂ヶ迫、入屋、平蕨
福栄第４ 扇町公会堂 桜、金峯、扇町、上莚野、下莚野、黒川、吉田
福栄第５ 高蕪集会所 蕪根、高坂
福栄第６ 市自治会集会所 堀越、栗原、小西見、紫福市、田中、小野田、奥畑
福栄第７ 萩市立紫福小学校屋内運動場 中山、永田沖、永井、畑、紫福殿川、紫福長尾、杉原、堂ヶ市
福栄第８ 京場集会所 奥畑、紫福平原、横貝、京場、壇今木、紫福山田、向山
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３
月
20
日
、
萩
焼
の
岡
田
裕
氏

（
60
歳
・
椿
東
）
が
山
口
県
無
形
文

化
財
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
萩
焼
の
無
形
文
化
財
（
工
芸
技

術
）
の
認
定
者
は
、
野
坂
康こ

う
き起

氏
、

波は

た

の
多
野
善ぜ

ん
ぞ
う藏

氏
に
続
き
、
岡
田
氏

が
３
人
目
で
す
。

　

岡
田
氏
は
、
岡
田
窯
七
代
目

仙せ
ん
し
ゅ
う

舟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
大

学
を
卒
業
し
会
社
勤
め
を
し
た
後
、

昭
和
47
年
に
帰
郷
し
父
に
師
事
。
日

日
韓
交
流
の

架
け
橋
に

姉
妹
都
市
・
蔚ウ

ル
サ
ン山

広
域
市
と
職
員
交
流

許ホ　

璟ギ
ョ
ン
ヒ姫

　

昨
年
９
月
か
ら
２
月
末
ま

で
の
６
か
月
間
、
姉
妹
都
市

の
韓
国
・
蔚
山
広
域
市
と
友

好
交
流
の
一
環
と
し
て
、
職

員
の
相
互
派
遣
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

蔚
山
広
域
市
と
萩
市
は
、

１
９
６
８
年
、
日
本
と
韓
国

で
最
も
近
い
距
離
に
あ
る
市

と
し
て
、
日
韓
初
の
姉
妹
都

市
を
提
携
。
蔚
山
広
域
市
は

人
口
約
１
０
８
万
人
の
工
業

都
市
。

許　

璟
姫
（
40
歳
）

　

許
さ
ん
は
、
企
画
課
国
際

交
流
係
に
勤
務
し
、
蔚
山
広

域
市
と
の
連
絡
調
整
や
翻
訳

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

10
月
に
蔚
山
広
域
市
で
開

催
さ
れ
た
『
大
韓
民
国
全

国
体
育
大
会
・
處

チ
ョ
ヨ
ン容

文
化

祭
』
に
参
加
し
た
む
つ
み

神
楽
保
存
会
の
引
率
も
務

め
ま
し
た
。

　

萩
市
で
の
勤
務
に
つ
い

て
「
萩
市
役
所
に
は
多
く
の

市
民
が
来
ら
れ
ま
す
が
、
職

員
は
誠
意
を
持
っ
て
一
生
懸

命
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
韓

国
で
は
、
自
分
の
こ
と
を
先

に
考
え
る
気
風
が
あ
り
、
市

民
に
対
し
て
も
っ
と
気
配
り

を
す
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が

続
け
ば
、
萩
市
と
蔚
山
広
域

市
は
、
今
後
も
姉
妹
都
市
と

し
て
良
い
関
係
が
築
け

る
と
思
い
ま
す
」

大
谷
恵
子
（
33
歳
）

　

大
谷
さ
ん
は
、
蔚
山

広
域
市
経
済
政
策
課
に

勤
務
し
、
主
に
萩
市
や

日
本
の
紹
介
と
、
各
行

大
谷
恵
子

全
国
大
会
出
場

　
　
　

お
め
で
と
う

第
41
回
千
葉
国
際

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

堀永優也（萩西中２年）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
中
学
の
部

山
口
県
無
形
文
化
財
に
認
定

（
江
向
）

（
蔚
山
広
域
市
）

許
さ
ん

大
谷
さ
ん

本
工
芸
会
に
入
会
後
、
日
本
伝
統
工

芸
展
を
中
心
に
出
品
を
続
け
、
22
回

の
入
選
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
作
品
は
、
藁わ

ら
ば
い灰

を
用
い
た

白し
ら
は
ぎ
ゆ
う

萩
釉
に
紅
紫
色
の
窯よ

う
へ
ん変

を
ま
と
わ

せ
た
大
型
の
壺
や
花
器
を
主
体
に
し

て
い
ま
す
が
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
形

の
型
紙
を
用
い
て
、
化
粧
土
を
吹
き

付
け
る
炎え

ん
さ
い彩

と
い
う
技
法
を
創
出

し
、
そ
の
表
現
領
域
を
広
げ
て
い
ま

す
。

　

平
成
13
年
に
山
口
県
選
奨
を
受

賞
。
翌
年
日
本
工
芸
会
山
口
支
部
幹

事
長
と
と
も
に
日
本
伝
統
工
芸
会
理

事
に
就
任
し
、
伝
統
工
芸
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
、
岡

田
窯
八
代
を
継
承
。

　
「
今
ま
で
指
導
・
応
援
し
て
下
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
、

萩
焼
の
持
つ
美
し
さ
、
優
し
さ
、
形

に
気
を
配
り
、
見
た
人
に
感
動
を
与

え
る
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

（
３
月
19
日　

千
葉
県
）

萩
焼
作
家
・
岡
田
裕ゆ

う

氏

事
の
シ
ナ
リ
オ
や
刊
行
物
の

日
本
語
訳
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

派
遣
期
間
中
、
旧
盆
や
旧

正
月
が
あ
り
、
知
人
の
実
家

で
墓
参
り
を
し
、
韓
国
文
化

を
体
験
。
ま
た
目
上
の
方
と

握
手
す
る
時
は
片
手
を
添
え

る
な
ど
、
儒
教
に
基
づ
く
伝

統
も
知
り
ま
し
た
。

　
「
市
内
に
は
、
日
本
語
や

柔
道
・
剣
道
を
学
ぶ
方
、
日

本
に
親
戚
が
い
る
と
い
う
方

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
両
国

の
よ
り
良
い
関
係
を
願
っ
て

お
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修

で
得
た
こ
と
を
、
企
画
課
国

際
交
流
係
の
仕
事
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
」
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
〜
15
日

　

春
は
、
新
入
学
後
の
子
ど
も
た
ち

の
不
慣
れ
な
登
下
校
、
レ
ジ
ャ
ー
の

活
発
化
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
の

増
加
等
か
ら
交
通
事
故
の
多
発
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
学
校
や
職
場
な
ど
で

交
通
事
故
撲
滅
を
め
ざ
す
各
種
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
、

交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点
目
標

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

■
主
な
行
事

○
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ゆ
っ

く
り
走
ろ
う
萩
の
道
」

・
６
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時

・
萩
有
料
道
路
料
金
所
付
近

○
セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
１
９
１
山
口

島
根
合
同
検
問

・
６
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

・
益
田
市
持
石
海
岸

○
シ
ル
バ
ー
安
全
運
転
教
室

・
８
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午

・
萩
自
動
車
学
校

○
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
マ
ス

コ
ッ
ト
作
戦
」

・
10
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
10
時

・
道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
」

○
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
13
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
正
午

・
川
上
山
田
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

○
む
つ
み
中
や
ま
び
こ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン・
14
日
（
金
）
午
前
７
時
30
分
〜
８

時・
む
つ
み
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
前

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
係

（
２
５
・
３
３
７
３
）

「
萩
市
水
道
水
質
検
査
計

画
」
の
公
表

　

市
で
は
、
安
心
し
て
水
道
水
を
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
水
質
検
査

の
採
水
場
所
、
項
目
、
頻
度
お
よ
び

そ
の
理
由
な
ど
を
明
記
し
た
「
萩
市

水
道
水
質
検
査
計
画
（
平
成
18
年
度

版
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
蛇
口
か
ら
供
給
さ

れ
る
水
道
水
が
水
質
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
原
水
の
取
水
か

ら
浄
水
処
理
、
送
配
水
管
を
経
て
お

客
様
の
蛇
口
に
至
る
ま
で
の
安
全
性

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
水
道
工
務
課
ま
た
は
各
総
合

事
務
所
施
設
課
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。問

い
合
わ
せ

水
道
工
務
課　
（
２
５
・
３
３
９
２
）

指
定
工
事
店
の
新
規
指
定

（
排
水
設
備
お
よ
び
生
活
排

水
処
理
施
設
設
置
）

　

次
の
業
者
が
新
た
に
指
定
工
事
店

に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

排
水
設
備
工
事
お
よ
び
生
活
排
水

処
理
施
設
を
設
置
す
る
と
き
は
、
必

ず
市
の
指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　

在
宅
で
高
齢
者
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
に
、
紙
お
む
つ
等
の
購
入

の
た
め
の
利
用
券
を
発
行
し
て
い
ま

す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
高
齢
者

で
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
１
か

ら
５
ま
で
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族
で
、
同
居
・
別
居
に
関
わ

ら
ず
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
介
護

者
、
要
介
護
者
と
も
に
）
の
方
。
た

だ
し
、
別
居
の
場
合
は
同
居
に
近
い

形
で
介
護
し
て
い
る
方
に
限
り
ま

す
。

■
利
用
方
法　

市
内
の
登
録
協
力
店

で
利
用
券
と
介
護
用
品
を
引
き
換
え

利
用
上
限
額
（
年
間
）

要
介
護
１
〜
３
＝
３
万
５
０
０
０
円

要
介
護
４
〜
５
＝
７
万
５
０
０
０
円

■
申
請
方
法　

高
齢
・
障
害
福
祉
課

高
齢
福
祉
係
、
各
総
合
事
務
所
健
康

福
祉
課
に
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
申
請
。ま
た
は
、

各
担
当
地
区
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
自
宅
ま
で
訪
問
。

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

心
身
の
障
害
な
ど
で
自
宅
か
ら
理

容
院
や
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困

難
な
方
が
、
自
宅
で
手
軽
に
散
発
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
訪
問
に
か
か
る
経
費
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
高
齢
者

で
、
心
身
の
障
害
に
よ
り
、
自
宅
か

ら
理
容
院
や
美
容
院
に
出
向
く
こ
と

が
困
難
な
方

■
利
用
方
法　

理
美
容
店
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
際
に
利
用
券
を
提
出

■
利
用
者
負
担
金　

訪
問
に
か
か
る

経
費
は
無
料
で
す
。理
美
容
料
金
は
、

各
理
美
容
店
の
実
費
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
限
度　

年
６
回

■
申
請
方
法　

各
担
当
地
区
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
自

宅
ま
で
訪
問

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
方
へ

　

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
、
訪
問

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
４
月
以
降
の
利

用
は
、
新
た
に
申
請
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
害
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
２
５
・
３
１
３
７
）、
各
総
合
事
務

所
健
康
福
祉
課
、
基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
内
２
４
・
５
６
５
６
）、
各
地
区

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
存
知
で
す
か
？ 

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
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く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
指
定
工
事
店

•
㈲
Ｓシ

ン

バ

Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
椿
）

（
２
４
・
２
５
１
５
）

•
積
和
建
設
山
口
㈱
（
山
口
市
）

（
０
８
３
・
９
７
６
・
２
７
３
０
）

•
㈲
横
正
組
（
川
上
）

（
５
４
・
２
１
１
６
）

•
㈲
波
田
建
設
（
須
佐
）

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
３
５
５
）

•
㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
山
口
市
）

（
０
８
３
・
９
３
４
・
４
１
２
３
）

•
㈲
山
中
組
（
三
見
）

（
２
７
・
０
６
３
６
）

•
山
村
設
備
（
椿
東
）

（
２
５
・
２
５
７
８
）

•
山
根
設
備
（
須
佐
）

（
０
８
３
８
７
・
６
・
３
２
７
３
）

•
㈲
い
い
だ
住
宅
設
備
（
長
門
市
）

（
０
８
３
７
・
３
７
・
５
０
１
５
）

•
塩
田
工
業
㈱
山
口
支
店（
下
松
市
）

（
０
８
３
３
・
４
１
・
１
１
２
５
）

生
活
排
水
処
理
施
設
設
置
指
定
工
事

店•
㈲
横
正
組
（
川
上
）

（
５
４
・
２
１
１
６
）

•
㈲
福
本
建
設 
（
椿
）

（
２
２
・
４
６
７
０
）

•
藤
原
設
備
（
山
田
）

（
２
６
・
２
３
４
３
）

•
田
中
建
設
㈱
（
細
工
町
）

（
２
２
・
１
３
９
４
）

問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課
（
２
５
・
４
６
５
１
）

萩
市
子
ど
も
栄
誉
の
記
録

（
対
象
者
の
追
加
）

　

市
報
３
月
15
日
号
で
紹
介
し
た
萩

市
子
ど
も
栄
誉
の
記
録
に
、
次
の
３

人
が
追
加
で
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

■
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
【
椿
西
小

５
年
】　

松
尾
美
紀
、
中
村
綾
花
、

萩
原
睦ち

か
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課　
（
２
５
・
３
５
６
２
）

助
成
金
を
交
付
し
ま
す

（
萩
国
際
大
学
支
援
団
体
）

　
「
公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援
市
民

基
金
」
で
は
、
学
生
支
援
や
地
域
と

大
学
の
交
流
促
進
活
動
を
行
う
市
民

団
体
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
助
成
金
額　

１
団
体
15
万
円
以
内

■
採
用
数　

２
団
体

■
選
考　

基
金
運
営
委
員
会
が
選

考
・
決
定

■
申
込
方
法　

４
月
28
日
ま
で
に
、

企
画
課
大
学
支
援
推
進
室
備
え
付
け

の
申
請
書
を
提
出

申
し
込
み

企
画
課
大
学
支
援
推
進
室

（
２
５
・
３
５
６
９
）

障
害
者
の
歯
科
診
療

　

山
口
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
障
害

を
お
持
ち
の
方
で
、
容
易
に
歯
科
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
や

口
腔
清
掃
（
口
腔
ケ
ア
）
が
十
分
に

行
え
な
い
方
々
に
対
し
て
、
個
別
の

治
療
と
継
続
的
な
保
健
指
導
お
よ
び

相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

〒
７
５
３
︲
０
８
１
１
山
口
市

吉
敷
３
２
３
８　

山
口
県
歯
科

医
師
会　

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
・
９
２
８
・
８
０
２
０
）

収集日 収集地区

４月 17 日（月）
～ 21 日（金）

新川西・南区、鶴江、前小畑
全区、後小畑、越ヶ浜全区、
大井全域、玉江浦全区

４月 24 日（月）
～ 28 日（金）

平安古、城東全区、樽屋町、今
魚店町、塩屋町、細工町、恵
美須町、瓦町、米屋町、津守町、
上五間町、熊谷町、今古萩町

５月１日（月）
～２日（火） 倉江

５月 15 日（月）
～ 19 日（金）

唐樋町、江向全区、堀内、北
古萩全区、東田町、西田町、
吉田町、古萩町、無田ヶ原口

５月 22 日（月）
～ 26 日（金）

川島、土原全区、橋本町、御
許町、目代、中津江全区、上野、
椎原、中の倉、松本市、船津、
無田ヶ原、長山、新川東区、
中小畑、香川津

５月 29 日（月）
～６月２日（金）

浜崎新町全区、浜崎１・２・３
区、東浜崎全区、椿全域、山
田全区、玉江全区、三見全域（飯
井は除く）

　

ハ
エ
、
蚊
等
の
害
虫
が
発
生
す
る

季
節
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
、
側
溝

清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
側
溝
か
ら
出
た
汚
泥
を
別
表

の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

○
側
溝
清
掃
は
、
町
内
会
単
位
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
高
齢
の
方
や
病
弱
な
方
な
ど
側

溝
清
掃
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が

困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
の

格
別
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
側
溝
清
掃
は
、
側
溝
汚
泥
収
集
計

画
表
の
直
前
の
土
曜
日
ま
た
は
日
曜

日
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
汚
泥
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
ま
た
は
段

ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
、
交
通
の
支
障

に
な
ら
な
い
場
所
に
ま
と
め
て
集
積

し
て
く
だ
さ
い
。

○
汚
泥
は
、
収
集
車
が
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
所
や
見
え
に
く
い
所
で
は

収
集
が
困
難
で
す
。必
ず
広
い
道
路
、

通
路
ま
で
出
し
て
、
集
積
場
所
を
環

境
衛
生
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
汚
泥
以
外
の
ご
み
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
一
般
家
庭
ご
み
と
同
じ

方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
溝
蓋
を
上
げ
る
た
め
の
バ
ー
ル
等

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
環
境
衛
生
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
各
地
区
の
実
施
日
は
、
町
内
会
に

よ
っ
て
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
町
内
会
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課　
（
２
５
・
３
１
４
６
）

側
溝
清
掃
（
萩
地
域
）
に
ご
協
力
を

萩地域側溝汚泥収集計画表

平
成
18
年
度
の
市
税
納
期

　

今
年
度
の
市
税
の
納
期
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
納
め
忘
れ
の
心
配
が

な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
な

ど
、
納
期
内
の
納
税
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

第
１
期　

５
月
16
日
〜
５
月
31
日

第
２
期　

７
月
16
日
〜
７
月
31
日

第
３
期　

12
月
16
日
〜
12
月
25
日

第
４
期　

２
月
16
日
〜
２
月
28
日

市
県
民
税

第
１
期　

６
月
16
日
〜
６
月
30
日

第
２
期　

８
月
16
日
〜
８
月
31
日

第
３
期　

10
月
16
日
〜
10
月
31
日

第
４
期　

１
月
16
日
〜
１
月
31
日

軽
自
動
車
税

第
1
期　

５
月
16
日
〜
５
月
31
日

問
い
合
わ
せ

収
納
課
収
納
係
（
２
５
・
３
５
７
５
）
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行
政
番
組「
マ
イ
た
う
ん
萩
」

放
映
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
、
毎
週
木
曜

日
に
市
の
行
政
番
組
「
マ
イ
た
う
ん

萩
」
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

　

各
担
当
課
職
員
が
出
演
し
、
市
の

施
策
・
手
続
き
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
放
送
日
時
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
萩
・
須
佐
・
田
万
川
地
域

木
曜
日　

午
前
５
時
か
ら
３
回

再
放
送　

金
・
日
・
月
曜
日
に
各
３

回■
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域

木
曜
日　

10
回

再
放
送　

金
曜
日
に
８
回

放
映
時
間

　

今
ま
で
の
１
日
８
回
か
ら
２
回
増

え
ま
す
。

①
午
前
６
時
30
分
〜
②
７
時
30
分
〜

③
９
時
30
分
〜
④
10
時
30
分
〜
⑤
午

後
０
時
30
分
〜
⑥
３
時
30
分
〜
⑦
６

時
30
分
〜
⑧
８
時
30
分
〜
⑨
10
時
30

分
〜
⑩
11
時
30
分
〜
（
10
回
）

問
い
合
わ
せ

広
報
課　
　
　
（
２
５
・
３
４
７
１
）

須
佐 

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
住
宅　

本
町
上
（
須
佐
）

・
募
集
区
分　

一
般

・
募
集
戸
数　

２
戸

・
構
造　

木
造
平
屋

・
間
取
り　

２
Ｄ
Ｋ

・
家
賃　

１
万
５
６
０
０
円
〜

２
万
５
８
０
０
円

・
駐
車
場
使
用
料　

１
０
０
０
円

・
入
居
時
期
は
５
月
上
旬
以
降

■
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
高
齢
者
な
ど

一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
、

単
身
入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る

■
募
集
期
間
・
受
付
時
間　

４
月
３

日
〜
11
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

■
抽
選
日　

４
月
14
日
（
金
）

■
申
込
方
法　

建
築
課
ま
た
は
各
総

合
事
務
所
施
設
課
備
え
付
け
の
入
居

申
請
書
を
提
出

※
山
根
丁
東
団
地
の
入
居
者
募
集

は
、
終
了
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

建
築
課　
　
　
（
２
５
・
２
３
１
４
）

須
佐
総
合
事
務
所
施
設
課

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
３
）

市
臨
時
職
員

■
募
集
職
種　

介
護
員
（
１
人
）

■
受
験
資
格　

介
護
福
祉
士
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
（
１
〜
３
級
）、（
准
）

看
護
師
の
い
ず
れ
か
、
お
よ
び
普
通

車
運
転
免
許

■
勤
務
場
所　

国
保
高
齢
者
保
健
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ（
弥
富
）

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

■
雇
用
期
間　

平
成
19
年
３
月
31
日

ま
で

■
賃
金　

日
額
７
１
０
０
円

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

■
申
込
方
法　

４
月
14
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
と
資
格
・
免
許
の
写
し
を
総
務

課
人
事
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
総
務

課
人
事
係
（
２
５
・
１
２
３
９
）

市
内
の
文
化
情
報

　

市
で
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る

文
化
行
事
に
関
す
る
文
化
情
報
誌

「
ほ
っ
ぷ
す
て
っ
ぷ
じ
ゃ
ん
ぷ
」
を

５
月
に
発
行
予
定
で
す
。

　

市
内
に
活
動
の
拠
点
の
あ
る
文
化

団
体
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容　

５
月
か
ら
平
成
19
年

３
月
ま
で
に
行
わ
れ
る
文
芸
・
美
術
・

音
楽
・
舞
踊
・
演
芸
お
よ
び
生
活
文

　

地
域
の
主
要
課
題
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
考
え
、

主
体
と
な
っ
て
行
う
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
21
は
ぎ
市
民
会

議
」
が
平
成
14
年
度
に
発
足
し
、
今

ま
で
４
年
間
活
動
し
て
い
ま
す
。
各

部
会
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
マ

を
設
定
、
検
討
を
重
ね
自
ら
が
活
動

し
、
市
へ
の
提
言
を
行
な
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
も
新
た
に
委
員
を
募

り
、
５
月
に
発
足
す
る
予
定
で
す
。

■
応
募
資
格　

高
校
生
以
上
の
萩
市

に
在
住
・
在
学
・
在
勤
者
で
、
熱
意

を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
方

■
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
（
学
校
名
）、
希
望
す
る
部
会

を
第
２
希
望
ま
で
記
入
、電
話
番
号
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の

方
は
そ
の
ア
ド
レ
ス
、
具
体
的
な
検

討
テ
ー
マ
や
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
内
容
を
簡
潔
に

記
し
た
書
類
と
３
人
以
上
の
参
加
メ

ン
バ
ー
リ
ス
ト
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
下
さ
い
。

■
応
募
期
限　

４
月
21
日
（
必
着
）

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

市
民
活
動

推
進
課
市
民
活
動
推
進
係（
２
５
・
３

３
７
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
４
２
０
、

メ
ー
ルshim

inkaigi@
city.hagi.

yam
aguchi.jp

）

第
５
期　

21
は
ぎ
市
民
会
議
委
員　
募

集

部　会 第４期の主な提言（平成 17 年度）

教　育 ▷次代の「萩」を担う人づくり　
▷三世代清掃の推進

情　報 ▷障害者へのパソコンの無償譲渡制度の確立

観　光
▷ユニバーサルデザインによる観光まちづくり
▷金郷渓とホンシャクナゲ群生地の開発　
▷観光資源の効果的な情報発信

産　業 ▷産業まつり　▷旅客飛行艇導入　▷道の駅
の今後　▷コールセンターの誘致等

環　境
▷家庭ごみの削減を目的としたエコショップ
協力店推薦制度の継続　▷ＥＭ（有用微生物
群）の水質浄化の効果を萩市の田万川で確認

福　祉
▷地域ぐるみの見守り隊　▷地域型小規模多
機能拠点の設置　▷社会福祉協議会の体制強
化、行政との連携の改善

国際化 ▷国際交流の現状と課題

生　活 ▷超高齢化社会の到来にかかる対応

プレー
パーク ▷プレーパークの設置・運営
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化
等
の
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
、
発
表
会

等
の
、
開
催
日
時
、
場
所
、
内
容
等

■
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
市
民
活
動
推
進
課
お
よ
び
各
総
合

事
務
所
地
域
振
興
課
備
え
付
け
の
調

査
票
に
記
入
の
上
、提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
も
可
）

※
応
募
団
体
に
は
、
無
料
で
文
化
情

報
誌
を
提
供
し
ま
す
。

申
し
込
み

４
月
14
日
ま
で
に
、
市
民
活
動
推
進

課
文
化
振
興
室
（
２
５
・
３
５
９
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
４
２
０　

メ
ー
ル

bunka

＠city.hagi.yam
aguchi.

jp

）
へ

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

２
０
０
６
in
見
島

■
と
き　

４
月
22
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
５
時
、
23
日
（
日
）

午
前
７
時
40
分
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

見
島
一
帯

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
保
険
料

お
よ
び
テ
キ
ス
ト
代
）

■
定
員　

50
人

主
催
・
申
し
込
み

見
島
支
所
内
見
島
観
光
協
会
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
係
（
２
３
・
３
３
１

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
・
３
３
１
３
）

わ
ら
び
摘
み
フ
ェ
ス
タ

■
と
き　

４
月
30
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
（
受
付
９
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

平
わ
ら
び
台
（
福
栄
）

■
内
容　

わ
ら
び
摘
み
、も
ち
つ
き
、

福
引
き
、
つ
る
竹
細
工
体
験
な
ど

■
参
加
料　

一
般
１
５
０
０
円
、小
・

中
学
生
１
０
０
０
円

■
定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

平
わ
ら
び
台
交
流
ツ
ア
ー

実
行
委
員
会

申
し
込
み

４
月
20
日
ま
で
に
、
福
栄
総
合
事
務

所
経
済
課
（
５
２
・
０
１
２
１
）
へ

※
フ
ェ
ス
タ
以
降
は
、
有
料

（
３
０
０
円
）
で
わ
ら
び
摘
み
が
出

来
ま
す
。
平
わ
ら
び
台
生
産
組
合

（
５
２
・
０
４
２
９
）
へ
申
し
込
み

道
路
の
草
刈
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か

　

県
が
管
理
す
る
国
道
、
県
道
の
延

長
３
０
０
ｍ
以
上
の
区
間
に
つ
い

て
、
路
肩
や
の
り
面
な
ど
の
草
刈
り

を
年
間
２
回
以
上（
１
回
分
は
有
償
）

実
施
し
て
い
た
だ
け
る
、
自
治
会
な

ど
地
域
の
方
々
で
構
成
さ
れ
た
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
は
試
行
期
間
の
た

め
、
１
〜
２
団
体
程
度
を
募
集
す
る

予
定
で
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

５
月
10
日
ま
で
に
、
萩
土
木
建
築
事

務
所
維
持
管
理
課
（
２
２
・
０
０
４

５
）
へ

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

■
募
集
種
目　

一
般
・
技
術
（
飛
行

要
員
を
含
む
）、
歯
科
・
薬
剤
科
の

幹
部
候
補
生

■
資
格

【
一
般
・
技
術
】
20
歳
以
上
26
歳
未

満
（
平
成
19
年
３
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
）

【
歯
科
】
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み
）

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

【
薬
剤
科
】専
門
の
大
学
卒（
見
込
み
）

で
20
歳
以
上
26
歳
未
満

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
５
月
12

日■
一
次
試
験　

５
月
20
日
（
土
）、

21
日（
日
）（
21
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

■
入
隊　

平
成
19
年
３
月
下
旬
〜
４

月
上
旬申

し
込
み

自
衛
隊
萩
募
集
事
務
所

（
２
２
・
２
４
０
９
）

山
の
幸
を
味
わ
う
会

■
と
き　

４
月
29
日
（
土
・
祝
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ　

田
床
山
中
央
広
場

※
現
地
集
合
。
困
難
な
方
は
、
申
し

込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

田
床
山
散
策
の
後
、
山
野

草
の
天
ぷ
ら
づ
く
り

■
持
参
品　

弁
当
（
お
に
ぎ
り
程

度
）、
水
筒

※
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

■
定
員　

30
人
程
度

主
催
・
申
し
込
み

４
月
21
日
ま
で
に
、
萩
地
域
農
林
事

務
所
（
２
５
・
３
５
９
９
）
へ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
と
、
手
話

で
の
日
常
会
話
の
習
得
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
12
日
〜
平
成
19
年
２

月
23
日
毎
週
金
曜
日
お
よ
び
日
曜
日

４
回
の
計
43
回
午
後
７
時
〜
８
時
30

分■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

手
話
に
理
解
の
あ
る
初

心
者
の
方

■
内
容　

講
義
・
実
技
で
80
時
間

■
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
約

２
０
０
０
円
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

４
月
21
日
ま
で
に
、
高
齢
・
障
害
福

祉
課
障
害
福
祉
係
（
２
５
・
３
５
２

３
）
ま
た
は
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
（
２
４
・
５
８
５
８
）
伊
藤
へ

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

海
を
渡
っ
た
長
州
砲

　
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
も
学
ん
だ
ロ
ン

ド
ン
か
ら
の
便
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

幕
末
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
長

州
砲
を
め
ぐ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
日

本
の
研
究
者
が
様
々
な
観
点
か
ら
講

演
し
ま
す
。（
通
訳
も
あ
り
ま
す
）

■
と
き　

４
月
８
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
講
演
①
「
オ
ラ
ン
ダ
・
パ
リ
・
ロ

ン
ド
ン
の
長
州
砲
〜
海
を
渡
っ
た
大

砲
〜
」　

▽
郡
司
健
（
大
阪
学
院
大

学
教
授
）

講
演
②
「
日
本
、
東
ア
ジ
ア
、
西

洋
の
大
砲
鋳
造
技
術
入
門
」　

▽
マ

シ
ュ
ー
・
バ
ッ
ク
（
リ
バ
プ
ー
ル
国

立
博
物
館
学
芸
員
）

講
演
③
「
ウ
リ
ッ
ジ
と
下
関
に
お
け

る
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
、
そ
し
て

長
州
砲
ロ
タ
ン
ダ
へ
」　

▽
松
村
昌

家
（
大
手
前
大
学
大
学
院
教
授
）

講
演
④
「
王
立
大
砲
博
物
館
の
歴
史

と
１
７
８
３
〜
２
０
０
６
年
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」　

▽
マ
ー
ク
・
ス
ミ
ス

（
王
立
大
砲
博
物
館
理
事
、
国
防
省

上
級
行
政
官
）

■
入
場
料　

無
料

■
定
員　

１
０
０
人
（
当
日
先
着
）

■
主
催　

萩
博
物
館
・
幕
末
長
州
科

学
技
術
史
研
究
会　

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館　
　
（
２
５
・
６
４
４
７
）
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新
入
社
員
研
修
会

　

萩
商
工
会
議
所
で
は
、
地
元
就
職

者
の
歓
迎
と
受
入
企
業
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
、
新
入
社
員
が
職
業

人
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
お
よ
び

技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
７
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
建
設
会
館

■
内
容　

専
門
講
師
に
よ
る
社
会
人

と
し
て
の
基
礎
知
識
や
仕
事
の
進
め

方
な
ど
の
研
修

■
講
師　

蔵
本
幸さ

ち
こ子

（
社
員
教
育
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
対
象
者　

新
入
社
員
お
よ
び
入
社

３
年
目
ま
で
の
若
手
社
員
等

■
参
加
費　

１
人
２
０
０
０
円
（
非

会
員
３
０
０
０
円
）

■
定
員　

50
人

主
催
・
申
し
込
み

萩
商
工
会
議
所
（
２
５
・
３
３
３
３
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

４
月
11
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

境
界
線
問
題
、
い
じ
め
・

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の
要
望
、

苦
情
、
遺
言
等

※
受
付
は
直
接
会
場
で
行
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課（

２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

４
月
25
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所

■
受
付　

市
役
所
案
内
係

■
弁
護
士　

山
口
正
之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先
着

12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
に
予
約
申
込
が
必
要
で
す
。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課（

２
５
・
３
３
７
３
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新

申
告
書
受
付
相
談
会

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
）
に
加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の
事

業
主
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
22
日

ま
で
の
間
に
年
度
更
新
手
続
き
（
労

働
保
険
料
確
定
精
算
お
よ
び
概
算
保

険
料
の
申
告
・
納
付
）
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
書
の
記
入
相
談
や
提
出
で
き

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
保
険
料

の
納
付
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
と
き　

４
月
21
日
（
金
）、
５
月

19
日
（
金
）、
５
月
22
日
（
月
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
地
方
合
同
庁
舎

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局

（
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
６
６
）

美
し
い
ま
ち
・
萩

実
現
市
民
大
会

　
「
日
本
一
ご
み
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、

今
回
で
13
回
目
で
す
。

■
と
き　

４
月
２
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
前
10
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
前
庭
（
集
合
・

解
散
）

■
内
容　

５
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
ご

み
拾
い

※
収
集
の
際
に
使
用
す
る
手
袋
、
火

ば
さ
み
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ご
み
袋
は
事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

※
市
民
会
議
で
毎
月
２
回
実
施
の
市

内
各
所
の
環
境
美
化
活
動
へ
も
、
多

く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
主
催　

き
れ
い
な
ま
ち
･
萩
推
進

市
民
会
議

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課　
（
２
５
・
３
１
４
６
）

萩
八
景
遊
覧
船

花
見
コ
ー
ス

　

桜
の
見
頃
の
季
節
に
合
わ
せ
、
河

添
土
手
の
桜
並
木
ま
で
コ
ー
ス
を
延

長
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
１
日
（
土
）
〜
９
日

（
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
城
跡
指
月
小
橋
〜
橋

本
橋
下
付
近

■
所
用
時
間　

約
60
分
（
通
常
よ
り

20
分
延
長
）

■
料
金　

大
人
１
２
０
０
円
、
小
学

生
６
０
０
円

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

五
月
人
形
展

　

端
午
の
節
句
に
合
わ
せ
て
、
五
月

人
形
を
展
示
し
、
観
光
客
と
市
民
の

方
々
を
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
８
日
（
土
）
〜
５
月

31
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

旧
久
保
田
家
住
宅
、
萩

博
物
館
、
旧
田
中
別
邸
外

※
期
間
中
貸
し
て
い
た
だ
け
る
五
月

人
形
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
主
催　

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

　

長
州
萩
に
生
ま
れ
、
奇
兵
隊
を
率

い
て
戦
っ
た
高
杉
晋
作
。
土
佐
を
脱

藩
し
、
薩
長
間
を
奔
走
し
て
海
援
隊

を
結
成
し
た
坂
本
龍
馬
。

　

動
乱
の
幕
末
を
走
り
抜
け
た
二
人

の
青
年
の
生
き
様
を
、
子
孫
が
大
切

に
伝
え
た
史
料
を
中
心
に
た
ど
り
ま

す
。
晋
作
の
道
中
三
味
線
、
京
都
国

立
博
物
館
蔵
龍
馬
血
染
め
の
屏
風
な

ど
、
没
後
１
４
０
年
を
経
て
初
め
て

両
雄
の
史
料
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
企
画
展
示
室

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

一
坂
太
郎
（
萩
市
特
別
学
芸
員
）
に

よ
る
展
示
解
説　

４
月
22
日
、29
日
、

５
月
４
日
、
28
日
午
後
１
時
30
分
か

ら
約
40
分

☎
２
５
・
６
４
４
７

萩
博
物
館

晋
作
と
龍
馬　

〜
幕
末
に

輝
い
た
二
つ
の
青
春
〜

４
月
22
日
㈯
〜
６
月
18
日
㈰



市報HAGI●2006（平成18）年４月１日号27

萩
・
春
の
お
魚
ま
つ
り

■
と
き　

４
月
15
日
（
土
）、
16
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー

と
」

■
内
容　

瀬
付
き
ア
ジ
寿
司
、
ま
ふ

ぐ
刺
身
・
唐
揚
の
無
料
試
食
、
鮮
魚
・

活
魚
即
売
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」（
２
４
・

４
９
３
７
）

萩
の
特
産
屋
台
村

■
と
き　

４
月
16
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸

売
市
場
（
道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

横
）

■
内
容　

萩
名
物
「
ア
カ
ウ
ニ
」
と

「
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
」
を
使
っ
た
料
理

シ
ョ
ー
、ウ
ニ
飯
無
料
試
食（
５
０
０

食
）、
萩
の
地
酒
飲
み
放
題
（
有
料
）

■
主
催　

萩
・
ま
ち
じ
ゅ
う
味
め
ぐ

り
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
協
会
（
２
５
・
１
７
５
０
）

田
万
川
温
泉
開
業

10
周
年
記
念
感
謝
祭

■
と
き　

４
月
21
日
（
金
）
〜
23
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
（
入

　
　
　
　
　
　

　

１
７
１
０
年
代
に
ド
イ
ツ
・
マ
イ

セ
ン
で
製
作
さ
れ
た
磁
器
は
、
中
国

や
日
本
の
磁
器
に
憧
れ
た
西
洋
が
独

自
に
生
み
出
し
た
最
初
の
磁
器
で
し

た
。
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
華
麗
な
マ

イ
セ
ン
の
世
界
を
、
１
９
８
点
の
作

品
で
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学

生
８
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日

◆
記
念
講
演
「
バ
ロ
ッ
ク
・
ロ
コ
コ

の
マ
イ
セ
ン
彫
刻
」　

▽
４
月
16
日

（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

▽

講
師　

櫻
庭
美
咲
（
九
州
産
業
大
学

Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
）

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト「
バ

ロ
ッ
ク
音
楽
の
し
ら
べ
」
管
弦
バ

ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

▽
４
月
23

日
（
日
）
午
後
６
時
〜
８
時

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
（
担
当
学

芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
）　

▽
４
月

16
日
を
除
く
、
毎
週
日
曜
日
午
後
２

時
〜

県
立
萩
美
術
館
・　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

華
麗
な
る
マ
イ
セ
ン
磁
器

４
月
８
日
㈯
〜
５
月
28
日
㈰

浴
受
付
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

田
万
川
温
泉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

無
料
入
浴
券
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
ス
ピ
ー
ド
く
じ
、
歌
謡
シ
ョ
ー

（
23
日
（
日
）
１
回
目
午
後
３
時
〜
、

２
回
目
午
後
５
時
〜
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

田
万
川
温
泉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
７
０
）

「
国
際
助
産
師
の
日
in
萩
」

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
月
５
日
の
国
際
助
産
師
の
日
を

記
念
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　

４
月
22
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
看
護
学
校

■
内
容　

ピ
ア
ノ
演
奏
、
ソ
プ
ラ
ノ

独
唱
、
助
産
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

進
路
相
談
等

■
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

都
志
見
病
院
６
階
病
棟（
２
２
・
２
８

１
１
内
線
８
６
０
）
小
西

ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐

12
周
年
ふ
れ
あ
い
セ
ー
ル

　

水
産
物
加
工
施
設
「
ジ
ョ
イ
フ
ル

セ
ン
タ
ー
須
佐
」
の
開
店
12
周
年
を

記
念
し
た
ふ
れ
あ
い
セ
ー
ル
で
す
。

■
と
き　

４
月
23
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー

須
佐
（
須
佐
前
地
）

■
内
容　

つ
み
れ
汁
無
料
サ
ー
ビ

ス
、
男み

こ
と命

い
か
の
お
造
り
、
イ
カ
焼

き
、
た
こ
焼
き
、
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ

ン
ト
等主

催
・
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
５
）

「
萩
・
大
茶
会
」

前
売
券
の
発
売

　

今
年
も
萩
焼
と
萩
の
茶
の
湯
文
化

を
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
や
市

民
に
紹
介
す
る
「
萩
・
大
茶
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

新
緑
が
萌
え
る
指
月
公
園
内
で
、

一
服
の
お
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
と
き　

５
月
３
日
（
水
・
祝
）
〜

４
日
（
木
・
休
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

■
と
こ
ろ　

萩
城
跡
指
月
公
園
、
旧

厚
狭
毛
利
家
萩
屋
敷
長
屋

■
内
容　

薄
茶
４
席
の
接
待
、
琴
・

尺
八
の
演
奏
、
生
け
花
展
・
茶
菓
子

の
販
売

■
茶
券　
【
前
売
券
】
セ
ッ
ト
券
＝

２
０
０
０
円
（
薄
茶
４
席
）、
セ
ッ

ト
券
＝
１
１
０
０
円
（
薄
茶
２
席
）、

【
当
日
券
】
６
０
０
円
（
薄
茶
１
席
）

■
販
売
所　

観
光
課
、
萩
市
観
光
協

会
、
萩
商
工
会
議
所
、
萩
温
泉
旅
館

協
同
組
合

茶
券
の
半
券
が
割
引
券
に
な
り
ま
す

①
指
月
公
園
の
入
園
料
お
よ
び
旧
厚

狭
毛
利
家
萩
屋
敷
長
屋
観
覧
料
（
茶

会
当
日
の
み
）

②
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
で

開
催
中
の
「
華
麗
な
る
マ
イ
セ
ン
磁

器
」
の
観
覧
料
を
一
般
８
０
０
円
、

大
学
生
６
０
０
円
に
割
引

③
萩
博
物
館
で
開
催
中
の
特
別
展

「
晋
作
と
龍
馬
」
の
観
覧
料
を
一
般

４
０
０
円
、
高
校
・
大
学
生
２
４
０

円
、
小
・
中
学
生
80
円
に
割
引

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

寄
付

•
泉
博
さ
ん
か
ら
、
観
光
振
興
の
た

め
に
、
雛
人
形
と
這
子
人
形
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

•
鷹
崎
由
美
子
さ
ん
か
ら
、
観
光
振

興
の
た
め
に
、
雛
人
形
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

•
フ
ァ
ー
ス
ト
萩
（
代
表　

渡
辺
三

嗣
）
か
ら
、
体
育
振
興
の
た
め
に
萩

西
中
へ
卓
球
台
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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募集
新萩市誕生記念 萩探訪ツアー第 8 弾！

田万川　桃・梨の花と龍
りゅうりんきょう

鱗郷ツアー
4月16日（日）
午前11時〜午後4時

　上小川東分上の原から田添へ向かう農道の開削中
に玄武岩の柱状節理がおよそ 100 ｍ四方にわたっ
て表出、田万川の新名所となりました。「龍鱗郷」
とは地元の中学生が命名したもので、まさに龍の背
の鱗のさまに似ています。

■対象者　　市内に在住または通勤・通学している方　
■募集人員　萩地域は 30 人、各総合事務所管内は 20 人
　　　　　　（田万川地域は除く）
■参加費　　1,500円（昼食代を含む）
■応募方法　４月 10 日までに、地域調整課
　　　　　　または各総合事務所地域振興課へ

平
山
台
と
桃
・
梨
の
花

　

小
川
地
区
に
は
３
つ
の
台
地

が
あ
り
、
そ
の
中
で
桃
源
郷
の

里
を
夢
み
て
農
業
の
将
来
を
賭

け
て
開
発
さ
れ
た
の
が
平
山

台
で
す
。
農
耕
が
始
ま
っ
た

の
は
16
世
紀
頃
と
い
わ
れ
、
約

１
０
０
ha
の
畑
作
地
帯
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
中
戦
後
の
食
糧
難
時
代
に

は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
、
昭
和
30
年

頃
ま
で
は
大
豆
、
小
豆
、
粟
、

黍き
び

、
蕎
麦
な
ど
あ
ら
ゆ
る
雑
穀

を
つ
く
り
、
食
料
供
給
基
地
と

し
て
貢
献
。

　

ま
た
県
下
第
一
の
生
産
量
を

誇
る
田
万
川
小
川
の
桃
。
平
山

台
で
は
、
桜
の
花
に
次
ぎ
、
桃

の
花
、
梨
の
花
と
果
樹
が
そ
れ

ぞ
れ
花
を
咲
か
せ
、
花
見
で
賑

わ
う
時
期
で
す
。
ピ
ン
ク
に
染

ま
っ
た
一
面
の
桃
の
花
お
よ
び

真
っ
白
な
梨
の
花
は
、
脳
裏
に

し
み
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。ど
う
ぞ
一
見
く
だ
さ
い
。

市役所または各総合事務所⇒平山台（桃・梨
の花見・果樹園散策・昼食）⇒龍鱗郷⇒道の
駅「ゆとりパークたまがわ」（温泉）⇒市役
所または各総合事務所

行 程

募集
新萩市誕生記念 萩探訪ツアー第 9 弾！

福栄　わらび摘みフェスタ参加ツアー
4月30日（日）
午前10時〜午後2時
■対象者　　市内に在住または通勤・通学している方　
■募集人員　50 人（先着順）　※福栄地域は除く
■参加費　　大人2,000円、小・中学生1500円
■応募方法　４月 15 日までに、地域調整課
　　　　　　または各総合事務所地域振興課へ

市役所または各総合事務所⇒わらび摘みフェ
スタ（わらび摘み・もちまき・つる竹細工体
験・福引き・新鮮野菜市）⇒市役所または各
総合事務所

行 程

申し込み　地域調整課および各総
合事務所地域振興課
◦萩　　　２５・３３５９
◦川上　　５４・２１２１
◦田万川　０８３８７・２・０３００
◦むつみ　０８３８８・６・０２１１
◦須佐　　０８３８７・６・２２１１
◦旭　　　５５・０２１１
◦福栄　　５２・０１２１

平
わ
ら
び
台

　

旧
石
器
時
代
の
火
山
跡
の
台
地
と
し

て
地
形
が
残
り
、
標
高
４
０
５
m
。
昭

和
40
年
代
に
整
備
さ
れ
た
平
坦
な
台
地

で
は
、
水
稲
、
葉
タ
バ
コ
、
白
菜
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

交
流
施
設
「
夢
る
〜
ら
る
雲
海
」
を

利
用
し
て
、
自
然
環
境
や
景
観
を
活
か

し
た
「
わ
ら
び
摘
み
」
や
「
い
も
掘
り
」

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
の
約

８
割
が
市
外
か
ら
と
、
都
市
と
農
村
の

交
流
活
動
も
盛
ん
で
す
。

　

秋
の
冷
え
込
ん
だ
朝
に
は
、
台
を
覆

い
つ
く
す
雲
海
の
す
ば
ら
し
い
景
色
を

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

□龍鱗郷
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　移動図書館が市内全域で運行を開始して１年を迎え、17 年度初
めて運行した川上、田万川、むつみ、旭、福栄地域で延べ 5,500 人、
1 万 4,435 冊の利用がありました。
　今後ともより多くの皆さんにご利用いただけるよう図書の充実を
図っていきますので、ご希望の本など遠慮なくお申しつけください。
　また、４月から、福栄地域（下表７、８コース）でステーション
を１か所増設し、時間を一部変更します。

■問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　
　萩図書館　　☎２５・６３５５　　　　　
　須佐図書館　☎０８３８７・６・５５００

ス　テ　ー　シ　ョ　ン　・　時　間 曜日

1
山田保育園

9：30
　～10：00

白水小学校
10：10

　～10：35

萩幼稚園
10：50

　～11：30

三見小学校
12：45

　～13：15

三見保育園
13：25

　～13：45

さんみ苑
13：55

　～14：20

三見市
仁王会館
14：35

　～14：55

殿河内
公会堂前
15：15

　～15：35

木
（第１・３）

2
土原保育園

10：00
　～10：25

住の江保育園
10：35

　～11：00

倉江池田酒店
11：15

　～11：35

椿西小学校
13：00

　～13：35

椿保育園
13：45

  〜14：15

春日保育園
14：30

　～14：55

木間小･中
学　校
15：50

　～16：20

金
（第１・３）

3
大井保育園

9：50
　～10：15

山口県はぎ園
10：20

　～10：45

山口県漁協
大井湊支店

10：55
　～11：20

山口県漁協
大井浦支店

11：30
　～11：50

大井小学校
13：00

　～13：30

越ヶ浜せり場
13：50

　～14：40

越ヶ浜小学校
14：50

　～15：25

越ヶ浜保育園
15：35

　～16：00

木
（第２・４）

4
萩焼会館

9：30
　～9：55

萩養護学校
10：10

　～10：40

日の丸保育園
11：00

　～11：40

椿東小学校
13：00

　～13：40

指月園
13：45

　～14：10

椿東保育園
14：15

　～14：50

新川児童公園
15：05

　～15：30

金
（第２・４）

5
佐々並小学校

10：20
　～10：35

あさひ保育園
佐々並分園

10：45
　～11：15

佐々並中学校
13：00

　～13：30

旭活性化
センター
13：40

　～14：10

レストステー
ションつつじ

14：30
　～14：50

明木図書館
15：00

　～15：25

明木中学校
15：40

　～16：20

火
（第１・３）

6
明木小学校

10：05
　～10：35

あさひ保育園
10：45

　～11：10

川上中学校
13：00

　～13：20

川上保育園
13：30

　～14：00

川上公民館
14：05

　～14：35

かわかみ苑
14：45

　～15：15

水
（第１・３）

7
福川小学校

10：10
　～10：30

ＪＡ高俣支所
11：00

　～11：20

むつみコミュニ
ティセンター

11：30
　～11：50

むつみ中学校
13：00

　～13：25

むつみ生涯
学習資料館

13：40
　～14：10

ハピネス
ふくえ
14：40

　～15：10

福川保育園
15：20

　～15：50

火
（第２・４）

8
むつみ小学校

10：10
　～10：40

むつみ保育園
10：45

　～11：20

福栄中学校
13：00

　～13：25

紫福小学校
13：40

　～14：15

紫福園
14：25

　～14：50

紫福支所
14：55

　～15：10

紫福保育園
15：15

　～15：45

水
（第２・４）

田
万
川

多磨小学校
10：05

　～10：20

ふれあい
センター
10：35

　～10：50

小川支所
11：00

　～12：10

農村婦人の家
12：20

　～12：35

小川小学校
12：50

　～13：15

小川小学校
児童クラブ

13：30
　～14：00

多磨小学校
児童クラブ

14：30
　～15：00

火
（第２・４）

須
佐
Ａ

すさ苑
10：30

　～11：00

生活支援
ハウス寿
11：05

　～11：20

青葉台公民館
12：45

　～13：05

須佐中学校
13：10

　～13：40

みやこ編物
14：10

　～14：25

社協須佐支所
14：45

　～15：15

毎週水

弥
富

弥富小学校
12：45

　～13：05

鈴野川小学校
13：15

　～13：30

森林組合
14：05

　～14：20

弥富保育園
14：25

　～14：40

弥富公民館
14：50

　～15：10
毎週木

須
佐
Ｂ

山口県漁協
須佐支店
10：30

　～10：50

須佐保育園
11：00

　～11：20

しんわ苑
12：30

　～12：45

育英小学校
12：55

　～13：20
毎週金

上半期（４月〜９月）の巡回日程

（祝日は休館のため、移動図書館もお休みします）

わ
く
わ
く
号
（
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域
）

ま
な
ぼ
う
号
（
須
佐
・
田
万
川
地
域
）

地　域 利用者数 貸出数
萩 16,108 38,319

川　上 570 1,759
田万川 979 2,233
むつみ 1,039 1,959
須　佐 3,035 9,132

旭 1,408 4,168
福　栄 1,504 4,316
合　計 24,643 61,886

平成 17 年度の利用状況（４月〜２月）

移動図書館

４〜９月の巡回日程

※夏休み期間中に限り、弥富コースの鈴野川小学校のステーションを有福モータース前に変更します。
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本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※ 3 月 1 日〜 3 月 15 日受付分

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

co
n

d
o

len
ce

co
n

g
ratu

latio
n

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

田万川総合事務所完成！表紙

　春めいた心地よい青空の下、ガラス張りの真新しい建物
を背に、紅白の餅が宙を舞った。
　私が初めて庁舎に上ったのは職員採用試験の日。その傾
きに怖さを感じてから、早や５年。その庁舎は新しく生ま
れ変わった。
　17 地区の自治会の皆さんが盛大にこの竣工式を祝って
くれた。玄関を彩る素敵な生花。心のこもった紅白の餅。
祭のハッピ。餅御輿、踊り、祝い唄。向かいの建物の上か
らカメラを構えていたが、ファインダーから覗く光景が滲
んでしまい、一時シャッターを押すことができなかった。
これこそ地域力だ。この元気が地域の将来に希望を与え、
住民全員の力で発展していくのだ。この地域で仕事が出来
る自分を誇りに思った。そう感じた歴史的一日だった。

（田万川総合事務所　堀部）

　指月公園の狛犬の右手そばには、ひときわ白く輝くよう
に咲くミドリヨシノが花を魅せています。
　この花は藩主・重

し げ な り

就公が参勤交代の折に求めて植えられ
たと伝えられ、梨羽家にあったとされるその木はすでにあ
りません。

ミドリヨシノ（緑吉野）

指月公園にて

志
し づ き や ま

都岐山神社

　全国でも萩市にのみ 2
本の古木があるだけで他の
地域では発見されていませ
ん。白い花びらを支える萼

（がく）が緑であることか
ら名付けられ、同様の種類
があった場合などの基準標
本樹として県の天然記念物
になっています。
　ソメイヨシノが満開の頃
には、風に乗り見事に散り
始めます。
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